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　メジロは街中の樹木や庭木でもよく見られる。１２

月ごろから４月ごろまで庭にやってきて、花蜜や柔ら

かい木の実、昆虫などを食べ、ことに桜や椿の花の蜜

が好きらしい。 

 

 

　また、花のかわりにミカンの輪切りでも必ず食べに

来る。 

　この鳥は、スズメよりも体が小さく、色、姿がよく、

しぐさがかわいらしい。 

日本画家　　大野幹彦 

【2004岩倉の風景●小さな自然　椿とメジロ】 

市の花／つつじ 



市政の窓 �

暮らしのガイド ��

��

��手続き

募集

催し��

悠久の時を刻みながら流れる五条川。多くの文化遺産。 
私たちは、この自然と伝統に恵まれた岩倉を愛し、 
調和のとれたまちづくりをめざして市民憲章を定めます。 

小さなまちから大きな夢を 
岩倉市民憲章 

広げよう　愛　ふれ合い　みんなの和　（家族仲間の和を願って） 

育てよう　心　からだ　みんなの健康　（市民一人一人の幸せを願って） 

高めよう　文化　芸術　みんなの暮らし　（生活の質の向上を願って） 

守ろう　自然　環境　みんなの地球　（かけがえのない地球の存続を願って） 

つくろう　人　まち　みんなの未来　（豊かな社会の実現を願って） 

��健康講座

��国際交流はいま

裏表紙 音感歳時記
オーケストラとインターンシップ 

市・県民税の申告　所得税の確定申告 
が始まります  …３ 
広域還付申告センター開設のお知らせ …４ 
２月２日から戸籍が電算化されます …６ 
住民基本台帳カードの交付申請  …７ 
雪の和泉村でスキーを楽しみませんか …７ 
市町村合併市民説明会を開催しました …８ 
ご注意ください！　東海地震の情報体 
系が見直されました  …９ 
愛・地球博「一市町村一国フレンドシップ事業」 
灘久美子さんのキューバコラム …１０ 
セントラル愛知交響楽団　第１０回岩倉 
定期演奏会と公開リハーサル …１０ 
地区サロンコンサート …１１ 
市民スペース 
ミニステージ・市民ギャラリー情報 …１１ 
指名競争入札結果 …１１ 

かむことがボケを防ぐ 

��学校通信
岩倉中学校 

��フォトニュース
新成人のつどい・岩倉市消防出初式・ 
新春三曲ロビーコンサート 

��わがまちのボランティア
ボランティアセンター 

我が子を海外留学させて　Part３ 

��市民のひろば・いわくらネットワーク

福祉給付金支給申請 
小学校・中学校入学通知送付 

岩倉市消費生活モニター 
児童館・地域交流センターみどりの家パート職員 
小中学校臨時講師および補助職員 
市民農園利用者　　　　　　　　 ほか 

��講座・教室
子育て支援講演会 
普通救命講習会 
世界のお惣菜「アメリカ編」 

音楽連盟わくわくコンサート 
ミニミニコンサート 
ふれあい交流会　　　　　　　　ほか 

��健康
生活習慣病を予防しよう 

相談・その他 ��

桟敷の設置をご遠慮ください 
不用品データバンク 
交通事故に注意しましょう 
図書館ニュース 
市民相談　　　　　　　　　　　ほか 
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市
・
県
民
税
の
申
告 

所
得
税
の
確
定
申
告
が
始
ま
り
ま
す 

申
告
相
談
の
受
付
期
間 

　
平
成
１６
年
度
分
市
・
県
民
税
の
申
告
と
平
成
１５

年
分
所
得
税
の
確
定
申
告
の
相
談
受
付
を
、
２
月

１６
日
　
か
ら
３
月
１５
日
　
ま
で
行
い
ま
す
。 

市
・
県
民
税
申
告
と
所
得
税
の
確
定
申
告
会
場 

　
市
・
県
民
税
の
申
告
相
談
は
、
従
来
ど
お
り
３

月
１５
日
　
ま
で
市
役
所
税
務
課
で
受
付
を
行
い
ま

す
。 

　
所
得
税
の
確
定
申
告
相
談
は
、
従
来
「
岩
倉
会

場
（
岩
倉
市
役
所
）
」
と
「
小
牧
会
場
（
小
牧
市

公
民
館
）
」
を
会
場
と
し
て
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、

今
年
か
ら
岩
倉
会
場
（
岩
倉
市
役
所
）
の
申
告
相

談
に
つ
き
ま
し
て
は
、
２
月
２７
日
　
ま
で
と
な
り

ま
す
の
で
お
気
を
つ
け
く
だ
さ
い
。
３
月
１
日
　

か
ら
１５
日
　
ま
で
は
小
牧
会
場
（
小
牧
市
公
民 

館
）
の
み
で
の
実
施
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
ね
が
い
し
ま
す
。 

★
小
牧
市
公
民
館
へ
の
交
通
機
関
　
名
鉄
バ
ス
小

牧
駅
行
（
小
牧
市
役
所
前
経
由
・
小
牧
市
民
病
院

前
経
由
）
中
町
下
車
徒
歩
約
１０
分
（
小
牧
駅
下
車

の
場
合
は
、
徒
歩
約
１５
分
） 

市
・
県
民
税
の
申
告
の
必
要
な
人
は
… 

　
今
年
１
月
１
日
現
在
、
岩
倉
市
に
住
所
が
あ
り
、

昨
年
中
に
所
得
が
あ
っ
た
人
で
、
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
人
。
た
だ
し
、
所
得
税
の
確
定
申
告

を
し
た
人
、
給
与
所
得
だ
け
の
人
で
勤
務
先
か
ら

市
役
所
へ
「
給
与
支
払
報
告
書
」
が
提
出
さ
れ
て

い
る
人
は
、
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
な
お
、
配
偶
者
特
別
控
除
、
医
療
費
控
除
、
社

会
保
険
料
控
除
、
生
命
保
険
料
控
除
な
ど
の
所
得

控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
は
申
告
が
必
要
で

す
。 

　
ま
た
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
は
、

所
得
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
申
告
が
必
要
で
す
。 

※
公
的
年
金
等
だ
け
の
人
で
も
、
計
算
の
結
果
、

所
得
税
の
納
付
ま
た
は
還
付
と
な
る
場
合
に
は
、

所
得
税
の
申
告
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

①
営
業
、
農
業
等
の
事
業
所
得
、
雑
所
得
等
が
あ

っ
た
人 

②
不
動
産
、
利
子
、
配
当
等
の
所
得
が
あ
っ
た
人 

③
給
与
所
得
の
他
に
前
記
①
、
②
の
所
得
等
が
あ

っ
た
人
（
所
得
税
の
申
告
で
は
、
通
常
、
給
与
お

よ
び
退
職
所
得
以
外
の
所
得
が
２０
万
円
以
下
の
場

合
は
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
市
・
県
民
税
の
申
告
は
必
要
で
す
） 

④
給
与
所
得
だ
け
の
人
で
、
昨
年
途
中
で
退
職
し
、

今
年
１
月
１
日
現
在
就
職
し
て
い
な
い
人 

⑤
雑
損
控
除
、
医
療
費
控
除
等
を
受
け
る
人 

⑥
所
得
税
で
源
泉
分
離
課
税
を
選
択
し
た
配
当
所

得
が
あ
っ
た
人 

所
得
税
の
確
定
申
告
の
必
要
な
人
は
… 

　
平
成
１５
年
中
の
所
得
金
額
の
合
計
額
か
ら
雑
損

控
除
、
そ
の
他
の
所
得
控
除
の
合
計
額
を
差
し
引

い
た
金
額
を
基
礎
と
し
て
算
出
し
た
税
額
が
配
当

控
除
の
額
と
定
率
減
税
額
の
合
計
額
よ
り
も
多
い

人
は
、
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
も
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
人
は
… 

　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
所
得
税
は
、
毎
月
の
給
料
や

ボ
ー
ナ
ス
を
支
給
さ
れ
る
と
き
に
所
得
税
が
天
引

き
（
源
泉
徴
収
）
さ
れ
、
毎
月
源
泉
徴
収
さ
れ
た

所
得
税
の
合
計
額
と
１
年
間
の
給
与
総
額
に
基
づ

い
て
計
算
し
た
年
税
額
と
の
差
額
は
、
１２
月
に
精

算
（
年
末
調
整
）
さ
れ
る
の
で
、
ほ
と
ん
ど
の
人

は
確
定
申
告
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
も
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
人
は
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

①
平
成
１５
年
中
に
支
払
い
を
受
け
る
給
与
等
の
収

入
金
額
の
合
計
額
が
２
千
万
円
を
超
え
る
人 

②
１
か
所
か
ら
給
与
等
の
支
払
い
を
受
け
て
い
る

人
で
、
給
与
所
得
お
よ
び
退
職
所
得
以
外
の
各
種

所
得
の
金
額
の
合
計
額
が
２０
万
円
を
超
え
る
人 

③
２
か
所
以
上
か
ら
給
与
等
の
支
払
い
を
受
け
て

い
る
人
で
、
年
末
調
整
を
受
け
な
い
従
た
る
給
与

の
収
入
金
額
と
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
各

種
所
得
の
金
額
と
の
合
計
額
が
２０
万
円
を
超
え
る

人 ④
同
族
会
社
の
役
員
や
そ
の
親
族
な
ど
で
、
そ
の

同
族
会
社
か
ら
給
与
等
の
ほ
か
に
、
貸
付
金
の
利 

子
、
店
舗
・
工
場
や
土
地
な
ど
の
賃
貸
料
、
機 

械
・
器
具
の
使
用
料
な
ど
の
支
払
い
を
受
け
て
い

る
人 

（月） 

（金） 

（月） 
（月） 

（月） 

（月） 

 

平成16年2月1日3



●
市
政
の
窓
●

確
定
申
告
を
す
れ
ば
所
得
税
の
還
付
を
受
け
ら
れ

る
人
は
… 

　
次
の
よ
う
な
人
で
、
源
泉
徴
収
さ
れ
た
税
額
や

予
定
納
税
額
が
納
め
過
ぎ
に
な
っ
て
い
る
人
は
、

還
付
を
受
け
る
た
め
の
申
告
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。 

①
給
与
所
得
や
退
職
所
得
の
あ
る
人
で
、
医
療
費

控
除
や
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
な
ど
を
受
け
ら

れ
る
人 

②
給
与
所
得
者
で
、
平
成
１５
年
の
途
中
で
退
職
し
、

そ
の
後
就
職
し
な
か
っ
た
た
め
、
年
末
調
整
が
受

け
ら
れ
な
か
っ
た
人 

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
控
除
の
種
類
は
… 

　
申
告
を
行
う
人
の
状
況
に
よ
り
、
次
の
よ
う
な

控
除
の
対
象
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
、
電
話
な
ど
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

●
医
療
費
控
除
　
平
成
１５
年
中
に
支
払
っ
た
医
療

費
の
金
額
か
ら
保
険
金
な
ど
で
補
て
ん
さ
れ
る
金

額
を
差
し
引
き
、
更
に
１０
万
円
と
総
所
得
金
額
等

の
５
㌫
と
の
い
ず
れ
か
少
な
い
金
額
を
差
し
引
い

て
計
算
し
ま
す
（
最
高
限
度
額
２
０
０
万
円
）
。 

　
手
続
き
に
は
、
期
間
内
に
医
療
機
関
へ
支
払
っ

た
医
療
費
の
領
収
書
が
必
要
で
す
。 

●
老
年
者
控
除
　
申
告
者
本
人
の
年
齢
が
６５
歳
以

上
（
昭
和
１４
年
１
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
）

で
、
合
計
所
得
金
額
が
１
千
万
円
以
下
の
人
が
対

象
と
な
り
ま
す
。 

●
配
偶
者
控
除
・
扶
養
控
除
　
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
し
、
平
成
１５
年
中
の
合
計
所
得
金
額
が
３８
万

円
以
下
で
あ
る
人
が
対
象
と
な
り
ま
す
。 

・
生
計
を
一
に
す
る
配
偶
者
や
そ
の
他
の
親
族 

・
都
道
府
県
知
事
か
ら
養
育
を
委
託
さ
れ
た
児
童 

・
老
人
福
祉
法
の
規
定
に
よ
り
養
護
受
託
者
に
委

託
さ
れ
た
老
人 

※
青
色
事
業
専
従
者
ま
た
は
白
色
事
業
専
従
者
は

除
き
ま
す
。 

●
配
偶
者
特
別
控
除
　
申
告
す
る
本
人
の
合
計
所

得
金
額
が
１
千
万
円
以
下
で
配
偶
者
の
合
計
所
得

金
額
が
７６
万
円
未
満
の
場
合
は
、
配
偶
者
特
別
控

除
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
配
偶
者
が
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
を
除
き
ま
す
。  

・
他
の
人
の
扶
養
親

族
と
さ
れ
る
場
合 

・
青
色
事
業
専
従
者 

・
白
色
事
業
専
従
者 

●
災
害
に
あ
っ
た
と

き
の
確
定
申
告
　
災

害
に
よ
っ
て
、
住
宅

や
家
財
な
ど
に
損
害

を
受
け
ら
れ
た
人
は
、
所
得
税
法
に
よ
る
雑
損
控

除
な
ど
が
受
け
ら
れ
ま
す
。 

●
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除 

　
住
宅
ロ
ー
ン
等
を
利
用
し
て
マ
イ
ホ
ー
ム
を
新

築
し
た
り
、
新
築
住
宅
ま
た
は
中
古
住
宅
を
購
入

し
た
と
き
は
、
一
定
の
要
件
に
該
当
す
れ
ば
入
居

し
た
年
か
ら
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。 

★
控
除
の
受
け
ら
れ
る
期
間
…
入
居
日
が
平
成
１３

年
７
月
１
日
か
ら
平
成
１５
年
１２
月
３１
日
ま
で
の
場

合
は
１０
年
間  

★
お
持
ち
い
た
だ
く
書
類
な
ど 

・
住
民
票
の
写
し 

・
家
屋
の
登
記
簿
謄
（
抄
）
本 

・
住
宅
取
得
資
金
に
係
る
借
入
金
の
年
末
残
高
等

証
明
書 

・
請
負
契
約
書
・
売
買
契
約
書
な
ど
で
、
家
屋
の

取
得
の
価
格
の
額
等
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
の
写

し ・
住
宅
と
と
も
に
取
得
し
た
敷
地
等
に
係
る
ロ
ー

ン
等
に
つ
い
て
こ
の
控
除
の
適
用
を
受
け
る
場
合

に
は
、
そ
の
敷
地
等
の
登
記
簿
謄
（
抄
）
本
、
お

よ
び
、
売
買
契
約
書
等
の
写
し 

・
源
泉
徴
収
票 

・
印
鑑 

　
な
お
、
自
己
の
所
有
し
て
い
る
家
屋
に
つ
い
て
、

増
築
ま
た
は
改
築
さ
れ
た
場
合
も
一
定
の
要
件
に

該
当
す
れ
ば
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
の
対
象
に

な
り
ま
す
。
提
出
書
類
な
ど
詳
し
く
は
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。 

所
得
税
確
定
申
告
書
の
様
式
は
… 

　
確
定
申
告
書
の
様
式
は
２
種
類
で
す
。 

★
確
定
申
告
書
Ａ
…
申
告
す
る
所
得
が
給
与
所
得
、

年
金
な
ど
の
雑
所
得
、
配
当
所
得
、
一
時
所
得
だ

け
で
予
定
納
税
額
の
な
い
人
が
使
用
で
き
る
申
告

書
で
す
。 

★
確
定
申
告
書
Ｂ
…
所
得
の
種
類
に
か
か
わ
ら
ず
、

ど
な
た
で
も
使
用
で
き
る
申
告
書
で
す
。 

★
分
離
課
税
な
ど
は
別
表
に
…
土
地
・
建
物
な
ど

を
譲
渡
し
た
場
合
、
確
定
申
告
書
Ｂ
（
第
１
表
・

第
２
表
）
と
第
３
表
（
分
離
課
税
用
）
を
併
せ
て

使
用
し
ま
す
。 

●
問
合
先
　
税
務
課
課
税
第
１
係
（
☎
３
８
―
５

８
０
６
）
ま
た
は
、
小
牧
税
務
署
個
人
課
税
第
１

部
門
（
☎
０
５
６
８
―
７
２
―
２
１
１
１
）
ま
で
。 

広域還付申告センター開設のお知らせ 
 　広域還付申告センターでは、申告書の交付、受付のほか、コンピューターによる音声案内に従って画面（タッチパネル）に触れる 

だけで、給与所得者の医療費控除などの還付申告書や、年金所得者の確定申告書が作成できます。 

（注）駐車場がありませんので、公共交通機関をご利用ください。 
●問合先　名古屋国税局個人課税課（☎０５２－９５１－３５１１内線４１２０） 
　　　　　名古屋国税局のホームページ（http://www.nagoya.nta.go.jp）でも内容を確認いただけます。 

会場名 開設場所 対象者 
１  所得税の申告書の交付および提出を希望する人 
２  所得が給与のみの人で次の還付申告書を作成する人 
（１）医療費控除の適用を受けられる人 
（２）中途退職された人で、年末調整を受けていない人 
（３）年末調整もれの所得控除のある人 
（４）２か所以上から給与収入のある人 
３ 所得が年金のみの人または、年金と給与の人で、申告書
を作成する人 
※利用できる年分は平成１５年分です。 

と　き 

午前９時～ 
午後５時 
（受付は 
午後４時 
３０分まで） 

金山総合駅
イベント広
場 

金山南ビル
（金山総合
駅南口横） 

金山総合駅会場 

金山南ビル会場 

２月２日（月）～１０日（火） 
（土・日曜日を除く） 

２月１２日（木）～２０日（金） 
（土・日曜日を除く） 

平成16年2月1日 4



●
市
政
の
窓
●

市・県民税、所得税の申告税務相談を行います 

日程・会場等 

 青色申告　　岩倉市商工会館　中本町西出口３１－１ 

 ところ と　き 

　岩倉市商工会館 　   ２月１８日（水）・１９日（木） 　  午前９時～正午、午後１時～４時 

※なお、青色申告については、上記相談日のほかに、２月２７日（金）から３月１５日（月）までの期間は、土・日曜日を除き 
　随時に岩倉市商工会館で受け付けます。 
 
●贈与・譲渡所得等の確定申告 
　今年から贈与・譲渡・相続の確定申告会場が、申告期間中は、小牧税務署から小牧市公民館に変わりましたので、会場を間違
えないようにしてください（申告の際には、必要書類をご持参ください）。 
　なお、岩倉市役所では、贈与・譲渡・相続の確定申告の受付等はできません。詳しくは、小牧税務署へお問い合わせください。 
 
●お願い 
★会場にお出かけいただいても、必要書類の不足で申告を受け付けできなかったり、申告書に必要事項が記入されていないため
に長くお待たせしたりすることがあります。お出かけいただく時は、あらかじめ申告書に必要事項を記入していただき、必要な
書類を確認していただくようお願いします。 
★市役所の駐車場の駐車台数には限りがありますので、自転車等をご利用いただくなど市民の皆様のご協力をお願いいたし 
ます。 

日 
２／１５ 

月 
１６ 

火  
１７ 

水 
１８ 

木  
１９ 

金 
２０ 

土 
２１ 

２２ 

小牧会場 

小牧会場 

２３ ２４ ２５ ２６ ２７ ２８ 

２９ ３／１ ２ ３ ４ ５ 

小牧会場 

岩倉会場 

小牧会場 

岩倉会場 

小牧会場 

岩倉会場 

小牧会場 

岩倉会場 

小牧会場 

岩倉会場 

小牧会場 

岩倉会場 

小牧会場 

岩倉会場 

小牧会場 

岩倉会場 

小牧会場 

岩倉会場 

小牧会場 

岩倉会場 

小牧会場 

小牧会場 

小牧会場 

小牧会場 

小牧会場 

小牧会場 

小牧会場 

小牧会場 

小牧会場 

小牧会場 

小牧会場 

６ 

７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ 

１４ １５ 

※農業所得がある人は
愛知北農協岩倉支店 

※農業所得がある人は
愛知北農協岩倉支店 

※農業所得がある人は
愛知北農協岩倉支店 

※農業所得がある人は
愛知北農協岩倉支店 

※農業所得がある人は
愛知北農協岩倉支店 

※農業所得がある人は
愛知北農協岩倉支店 

※農業所得がある人は
愛知北農協岩倉支店 

※農業所得がある人は
愛知北農協岩倉支店 

※農業所得がある人は
愛知北農協岩倉支店 

※農業所得がある人は
愛知北農協岩倉支店 

※農業所得がある人は
愛知北農協岩倉支店 

※農業所得がある人は
愛知北農協岩倉支店 

※農業所得がある人は
愛知北農協岩倉支店 

※農業所得がある人は
愛知北農協岩倉支店 

※農業所得がある人は
愛知北農協岩倉支店 

※農業所得がある人は
愛知北農協岩倉支店 

※農業所得がある人は
愛知北農協岩倉支店 

※農業所得がある人は
愛知北農協岩倉支店 

※農業所得がある人は
愛知北農協岩倉支店 

※農業所得がある人は
愛知北農協岩倉支店 

※農業所得がある人は
愛知北農協岩倉支店 

★岩倉会場と愛知北農協岩倉支店…午前９時～正午、午後１時～４時 
※愛知北農協岩倉支店の３月１５日（月）の受付時間は、午前９時～正午までで
す。 
★小牧会場…午前９時～正午、午後１時～５時 
（混雑の状況により、早めに受付を終了する場合があります） 

★岩倉会場（市役所） 
★小牧会場（小牧市公民館） 
★愛知北農協岩倉支店…本町神明西１１※農業所得がある人のみ 

受付時間 

受付会場 

　申告期限間際になりますと会場が大変混雑しますので、お早めに申告を済ませましょう。 
 お持ちいただく書類など 
●源泉徴収票など収入金額や必要経費の金額が分かるもの 
●国民健康保険、国民年金、介護保険などの社会保険料の支払金額が分かるもの 
●生命保険、損害保険の支払証明書 
●その他、医療費の領収書など 
●印鑑、筆記用具、計算用具 
●申告書〈郵送してある人〉 
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●
市
政
の
窓
●

２
月
２
日
か
ら 

戸
籍
が
電
算
化
さ
れ
ま
す 

（例） 

（月） 

戸
籍
が
変
わ
り
ま
す

　
戸
籍
は
、
明
治
の
制
度
発
足
以
来
、
和
紙
に
手

書
き
や
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
で
の
記
載
、
コ
ピ
ー
に

よ
る
謄
・
抄
本
の
発
行
な
ど
、
大
変
な
手
間
と
時

間
が
か
か
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
平
成
６
年

の
戸
籍
法
の
改
正
に
よ
り
、
戸
籍
の
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
化
が
可
能
と
な
り
、
記
載
が
複
雑
だ
っ
た
和
紙

の
縦
書
き
の
戸
籍
を
磁
気
デ
ィ
ス
ク
に
よ
り
管
理

し
、
正
確
性
の
確
保
と
情
報
の
一
元
処
理
が
可
能

と
な
り
ま
し
た
。 

　
市
で
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
事
務
の
効

率
化
を
図
る
た
め
、
戸
籍
事
務
の
電
算
化
を
進
め

て
き
ま
し
た
が
、
２
月
２
日
　
か
ら
戸
籍
が
電
算

化
さ
れ
ま
す
。 

よ
り
早
く
、
正
確
に 

　
こ
れ
ま
で
は
、
出
生
届
や
婚
姻
届
な
ど
の
届
け

が
出
さ
れ
る
と
、
原
本
に
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
で
記

載
し
、
そ
れ
を
コ
ピ
ー
し
て
証
明
書
を
発
行
し
て

き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
証
明
書
の
発
行
ま
で
多

く
の
手
間
と
時
間
を
費
や
し
て
い
ま
し
た
が
、
電

算
化
に
よ
り
、
届
出
の
入
力
や
証
明
書
の
発
行
を

住
民
票
の
よ
う
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
行
う
た
め
、

証
明
書
の
発
行
ま
で
の
時
間
は
大
幅
に
短
縮
さ
れ

ま
す
。 

戸
籍
証
明
が
変
わ
り
ま
す

　
従
来
の
縦
書
き
で
記
載
さ
れ
た
証
明
書
か
ら
、

Ａ
４
判
横
書
き
で
箇
条
書
き
の
証
明
書
に
変
わ
り

ま
す
。
ま
た
、
名
称
も
謄
・
抄
本
か
ら
戸
籍
の
全

部
事
項
証
明
書
や
個
人
事
項
証
明
書
と
な
り
ま
す
。 

「
の
」
が
な
く
な
り
ま
す 

　
本
籍
や
住
所
の
地
番
号
に
枝
番
が
あ
る
戸
籍
や

住
民
票
に
つ
い
て
は
、
「
の
」
の
文
字
を
記
載
し

な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

　
１０
番
地
の
５
↓
１０
番
地
５ 

　
こ
れ
は
、
土
地
登
記
簿
の
地
番
号
に
「
の
」
の

文
字
の
記
載
が
な
い
た
め
、
統
一
化
を
図
る
た
め

で
す
。 

　
な
お
、
こ
の
変
更
は
名
称
地
番
の
変
更
で
は
な

い
の
で
、
免
許
証
等
の
住
所
変
更
手
続
き
の
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。 

こ
れ
ま
で
の
戸
籍
は
？ 

　
こ
れ
ま
で
使
わ
れ
て
き
た
戸
籍
は
、
「
平
成
改

製
原
戸
籍
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
に
よ
り
改
製
さ
れ

た
原
本
の
戸
籍
）
」
と
し
て
１
０
０
年
間
保
存
さ

れ
ま
す
。
こ
の
「
平
成
改
製
原
戸
籍
」
の
証
明
が

必
要
な
場
合
は
、
従
来
の
除
籍
、
改
製
原
戸
籍
と

同
様
に
申
請
す
る
こ
と
に
よ
り
交
付
が
受
け
ら
れ

ま
す
。 

●
問
合
先
　
市
民
窓
口
課
市
民
窓
口
係
（
☎
３
８

―
５
８
０
７
）
ま
で
。 

１通　４５０円 

戸籍証明の新旧対照表 

項　目 改製前 改製後 

名　称 

書　式 

用　紙 

公　印 

手数料 

戸籍謄本（全員） 全部事項証明書 

戸籍抄本（個人） 個人事項証明書 

縦書き 
文章体 
漢数字 

横書き 
箇条書き 
算用数字 

改ざん防止用紙 
Ａ４判 

白地 
Ｂ４・Ｂ５判 

朱色 黒色（電子公印） 

▼電算化後の「全部事項証明書」 

▼電算化前の「戸籍謄本」 
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●
市
政
の
窓
●

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド 

の
交
付
申
請 

　岩倉市と友好都市提携を結んでいる福井県和泉村は、豊かな自然に恵まれてい

ます。村内には、２か所のスキー場があり、豊富な積雪のゲレンデが皆さんをお

待ちしています。雪の和泉村をお楽しみください。 

　下記の施設では、お得なスキーパックを用意していますので、ご利用ください。

宿泊の予約など、詳細は、直接各施設へお問い合わせください。 

　なお、このスキーパックをご利用になる場合は、岩倉市山の家助成事業および

岩倉市民割引券の利用対象にはなりませんのでご了承ください。 

雪の和泉村でスキーを楽しみませんか 

●問合先　ホテルフレアール和泉（☎０７７９―７８―２５３６）、パークホテル九頭竜（☎０７７９―７８―２３２６）まで。 

対象施設名等 区分および種類
４人１室利用の場合

（１人料金（単位：円））内　　容
通常料金 利用料金

フレアール和泉の
宿泊と福井和泉ス
キー場「リフト券」
のセット

平　日

休前日

中学生以上

小学生以下

中学生以上

小学生以下

平　日

休前日

中学生以上

小学生以下

中学生以上

小学生以下

１泊２食、スキーリフト１日券、傷害保険

設定なし

設定なし

設定なし

１泊２食、スキーリフト１日券、消費税、
レンタルスキー５０㌫引、ボード２０㌫引
（入湯税、傷害保険は含まれていません）

１１,６００ ８,９００

８,８２５ ７,３００

１２,９２５ ９,９００

９,８５０ ８,４００

１０,８３５

９,１１０

１１,６７５

９,９５０

８,０００

パークホテル九頭
竜の宿泊と九頭竜
スキー場「リフト
券」のセット

Ｂ
様
式 

▲
 

Ａ
様
式 

▼
 

　
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
は
、
住
民
基
本
台
帳
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
に
よ
っ
て
利
用
で
き
る
本
人

確
認
の
た
め
の
身
分
証
で
す
。
顔
写
真
の
な
い
も

の
（
Ａ
様
式
）
と
顔
写
真
付
き
の
も
の
（
Ｂ
様
式
）

と
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。
顔
写
真
付
き
住
基
カ

ー
ド
は
、
運
転
免
許
証
な
ど
の
よ
う
に
、
身
分
証

明
書
と
し
て
の
利
用
範
囲
が
広
が
り
ま
す
。 

　
住
基
カ
ー
ド
は
、
暗
証
番
号
（
数
字
４
桁
）
を

本
人
に
入
力
し
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
病
気
等

や
む
を
え
な
い
事
情
を
除
き
、
市
役
所
の
窓
口
で

本
人
に
交
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

　
公
的
な
写
真
付
き
身
分
証
を
お
持
ち
の
場
合
は

即
日
交
付
で
き
ま
す
が
、
公
的
な
写
真
付
き
身
分

証
を
お
持
ち
で
な
い
場
合
は
、
即
日
交
付
で
き
ま

せ
ん
。
公
的
な
写
真
付
き
身
分
証
を
お
持
ち
で
な

い
場
合
は
、
申
請
後
、
交
付
通
知
書
兼
回
答
書
を

自
宅
に
郵
送
し
ま
す
。
後
日
、
配
達
さ
れ
た
そ
の

回
答
書
を
持
参
し
て
い
た
だ
き
交
付
を
受
け
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。 

●
持
参
す
る
も
の 

①
運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
等
の
公
的
機
関
が

発
行
し
た
写
真
付
き
の
証
明
書
（
公
的
な
写
真
付

き
身
分
証
を
お
持
ち
で
な
い
場
合
は
、
交
付
通
知

書
兼
回
答
書
） 

②
顔
写
真
付
き
カ
ー
ド
の
交
付
を
受
け
よ
う
と
す

る
場
合
は
、
６
か
月
以
内
に
撮
影
し
た
無
帽
、
正

面
、
無
背
景
の
写
真
（
縦
４５
㍉
㍍
、
横
３５
㍉
㍍
以

内
で
頭
部
の
輪
郭
が
２０
㍉
㍍
の
正
方
形
に
収
ま
ら

な
い
も
の
）
…
適
当
な
写
真
が
な
い
人
は
窓
口
で

直
接
撮
影
し
て
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

③
手
数
料
（
５
０
０
円
） 

●
そ
の
他
の
注
意 

　
回
答
書
持
参
に
よ
る
受
け
取
り
は
、
同
一
世
帯

の
人
の
中
か
ら
代
理
人
を
指
定
で
き
ま
す
が
、
こ

の
場
合
は
代
理
人
の
運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト

等
の
公
的
機
関
が
発
行
し
た
写
真
付
き
の
証
明
書

が
必
要
で
す
。 

　
公
的
な
写
真
の
つ
い
た
身
分
証
が
無
い
人
は
、

申
請
と
交
付
の
２
回
、
窓
口
に
来
て
い
た
だ
く
必

要
が
あ
り
ま
す
が
、
代
理
人
ま
た
は
郵
送
に
よ
る

申
請
が
で
き
ま
す
。
１５
歳
未
満
の
人
は
、
法
定
代

理
人
で
な
い
と
申
請
で
き
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
係

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

●
問
合
先
　
市
民
窓
口
課
市
民
窓
口
係
（
☎
３
８

―
５
８
０
７
）
ま
で
。 
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●
市
政
の
窓
●

　
市
町
村
合
併
は
、
将
来
の
岩
倉
の
あ
る
べ
き
姿

を
考
え
る
と
き
、
避
け
て
と
お
れ
な
い
重
要
な
問

題
で
す
。
よ
り
多
く
の
市
民
の
皆
様
に
市

町
村
合
併
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
だ
く
た

め
、
昨
年
７
月
１７
・
２２
・
２３
日
の
市
政
懇

談
会
に
続
き
１１
月
に
は
、
小
学
校
区
を
単

位
と
し
て
５
つ
の
会
場
で
市
町
村
合
併
市

民
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
会
場
で
は
、

市
民
の
皆
様
方
か
ら
貴
重
な
ご
意
見
や
ご

質
問
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
そ
の
一

部
を
抜
粋
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

急
い
で
合
併
の
是
否
を
決
め
る
必
要
が
あ

る
の
か 

答
　
国
の
市
町
村
合
併
に
関
す
る
財
政
支

援
は
、
平
成
１７
年
３
月
ま
で
が
期
限
と
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と

財
政
支
援
が
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
市
町

村
合
併
を
議
論
す
る
上
で
重
要
な
時
期
に

な
り
ま
す
。 

合
併
し
て
新
市
と
な
っ
た
ら
良
く
な
る
の

か 答
　
国
お
よ
び
地
方
自
治
体
の
財
政
は
厳

し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
当
市
に
お
い
て

も
市
税
や
地
方
交
付
税
の
歳
入
が
減
収
と

な
っ
て
き
て
お
り
、
職
員
の
削
減
な
ど
行

財
政
改
革
に
よ
り
歳
出
抑
制
に
努
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、

市
町
村
合
併
に
つ
い
て
の
議
論
は
重
要
な

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
明
治
・
昭
和
の

市
町
村
大
合
併
で
は
、
合
併
後
、
中
心
部

が
栄
え
て
周
辺
部
は
寂
れ
て
し
ま
う
弊
害

が
あ
る
よ
う
で
し
た
が
、
今
回
の
合
併
制
度
で
は
、

第
２７
次
地
方
制
度
調
査
会
の
答
申
で
都
市
内
分
権

　
と
い
う
新
た
な
構
想
も
浮
上

し
、
こ
の
時
期
に
将
来
の
岩
倉

の
あ
り
方
に
つ
い
て
慎
重
に
考

え
て
行
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

合
併
す
る
と
市
民
税
は
ど
う
な

る
の
か 

答
　
個
人
市
民
税
は
、
地
方
税

法
に
基
づ
き
税
率
が
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
合
併
し
た
場
合
に

は
、
合
併
後
５
年
間
の
不
均
一

課
税
を
適
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
経
過
措
置
は
あ
り
ま
す
が
、

新
市
の
人
口
に
応
じ
均
等
割
の

税
率
が
異
な
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
人
口
が
２０
万
人
の
市
の
場
合
は
、
個
人
市

民
税
均
等
割
の
年
税
額
は
２
千
５
０
０
円
と
な

り
、
今
よ
り
５
０
０
円
の
負
担
増
と
な
り
ま
す
。 

合
併
す
る
と
市
民
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
す
る
の
で

は
な
い
か 

答
　
合
併
前
の
市
町
村
間
で
は
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
水
準
が
異
な
っ
た
り
、
使
用
料
や
手
数
料

が
異
な
る
場
合
が
で
て
き
ま
す
。
現
在
、
江
南

市
・
岩
倉
市
・
大
口
町
・
扶
桑
町
合
併
検
討
協

議
会
の
分
科
会
で
こ
れ
ら
の
２
千
０
４
８
項
目

に
渡
る
事
務
事
業
の
す
り
合
わ
せ
を
行
っ
て
い

ま
す
。
具
体
的
な
調
整
は
今
後
行
わ
れ
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
一
般
的
に
は
、
合

併
し
て
平
準
化
が
な
さ
れ
る
場
合
に
は
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
は
高
い
方
に
、
負
担
は
低
い
方
に
調

整
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
で
す
が
、
適
正
な
水
準
に

す
る
た
め
負
担
増
に
な
る
ケ
ー
ス
も
考
え
ら
れ
ま

す
。 

合
併
に
関
す
る
住
民
投
票
は
行
う
の
か 

答
　
岩
倉
市
で
は
、
今
ま
で
に
広
報
や
市
政
懇
談

会
な
ど
で
市
町
村
合
併
に
関
す
る
情
報
提
供
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。
最
近
で
は
、
昨
年
８
月
に
市
民

意
向
調
査
の
中
で
市
町
村
合
併
に
つ
い
て
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
市
町
村
合
併
市

民
説
明
会
を
開
催
し
、
よ
り
多
く
の
市
民
の
皆
様

へ
情
報
の
提
供
を
行
い
市
民
の
皆
様
の
貴
重
な
ご

意
見
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
従
い
ま
し
て
、
現

時
点
で
は
住
民
投
票
に
つ
い
て
は
考
え
て
い
ま
せ

ん
が
、
合
併
の
賛
否
の
判
断
が
困
難
な
状
況
等
に

な
っ
た
と
き
に
は
住
民
投
票
も
必
要
で
は
な
い
か

と
考
え
ま
す
。 

２
市
２
町
の
枠
組
み
以
外
の
合
併
は
考
え
な
い
の

か 答
　
現
在
、
江
南
市
・
岩
倉
市
・
大
口
町
・
扶
桑

町
合
併
検
討
協
議
会
で
、
合
併
の
是
否
を
含
め
検

討
し
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
枠
組
み
で
協
議
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
ま
す
。 

合
併
に
関
す
る
国
の
支
援
は
合
併
後
１５
年
ま
で
の

期
限
が
あ
る
。
期
限
後
は
ど
う
し
て
い
く
の
か 

答
　
将
来
の
岩
倉
を
考
え
る
と
き
２０
年
、
３０
年
先

の
岩
倉
の
あ
る
べ
き
姿
を
考
え
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
す
。
合
併
し
た
こ
と
に
よ
る
ス
ケ
ー
ル
メ
リ

ッ
ト
に
よ
っ
て
効
率
的
な
行
政
運
営
を
行
う
こ
と

が
期
待
さ
れ
、
地
方
分
権
の
受
け
皿
と
し
て
足
腰

の
強
い
新
市
を
目
指
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

合
併
し
た
と
き
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
す
こ
と
は
で
き

な
い
の
か 

答
　
現
在
は
、
江
南
市
・
岩
倉
市
・
大
口
町
・
扶

桑
町
合
併
検
討
協
議
会
な
ど
で
新
市
建
設
計
画
や

都
市
内
分
権
に
つ
い
て
議
論
し
て
い
る
状
況
で
す
。

平
成
１５
年
１１
月
の
第
２７
次
地
方
制
度
調
査
会
の
答

申
で
、
都
市
内
分
権
の
制
度
等
が
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
後
は
、
こ
の
答
申
を
踏
ま
え
緩
や
か
な
合

併
に
つ
い
て
の
議
論
を
さ
ら
に
進
め
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。 

●
そ
の
他
の
主
な
意
見
　
　
　
　
　
　
　 

・
「
住
ん
で
良
か
っ
た
ま
ち
」
の
基
本
は
崩
し
て

ほ
し
く
な
い
。 

・
合
併
を
す
る
と
市
民
の
声
が
反
映
さ
れ
な
く
な

る
。 

・
２
市
２
町
の
合
併
を
支
持
し
た
い
。 

・
こ
の
ま
ま
存
続
で
き
る
な
ら
合
併
し
な
い
方
が

良
い
。 

・
若
い
人
の
意
見
も
聞
く
べ
き
で
は
。 

●
問
合
先
　
企
画
課
企
画
情
報
係
（
☎
３
８
―
５

８
０
２
）
ま
で
。 

 

（注）都市内分権とは 

内閣総理大臣の諮問機関の第27次地方

制度調査会が答申したもので、合併後

の基礎自治体（新市）において、合併

前の旧市町村単位を基本とし、住民自

治の強化や行政と住民との協働の推進

などを目的とする組織として、新たな

地域自治組織を設ける制度。 

（注） 

平成16年2月1日 8



●
市
政
の
窓
●

 

　
今
回
、
東
海
地
震
に
関
連
す
る
情
報
体
系
の

見
直
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。 

　
東
海
地
震
は
唯
一
予
知
可
能
な
地
震
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
適
切
な
情
報
で
被
害
を
最
小
限

に
く
い
止
め
ま
し
ょ
う
。 

　
な
お
、
こ
の
情
報
体
系
は
平
成
１６
年
１
月
５

日
　
か
ら
適
用
さ
れ
て
い
ま
す
。 

東
海
地
震
に
関
す
る
新
し
い
情
報 

　
新
た
な
情
報
は
、
次
の
３
つ
の
場
合
に
区
分

さ
れ
、
発
表
さ
れ
ま
す
。 

①
東
海
地
震
観
測
情
報
…
東
海
地
震
注
意
情
報

よ
り
も
低
い
レ
ベ
ル
の
も
の
で
、
東
海
地
域
の

観
測
デ
ー
タ
に
異
常
が
現
れ
て
い
る
が
、
東
海

地
震
の
前
兆
現
象
の
可
能
性
に
つ
い
て
直
ち
に

評
価
で
き
な
い
場
合
等
に
発
表
す
る
も
の
で
、

従
前
の
解
説
情
報
お
よ
び
観
測
情
報
の
低
レ
ベ

ル
の
も
の
に
対
応
す
る
（
少
な
く
と
も
一
カ
所

の
歪
計
で
有
意
な
変
化
が
観
測
さ
れ
た
場
合
等
、

ま
た
は
、
顕
著
な
地
震
活
動
が
発
生
し
た
場
合

で
あ
っ
て
も
東
海
地
震
と
の
関
連
性
に
つ
い
て

直
ち
に
評
価
で
き
な
い
場
合
等
）
。 

②
東
海
地
震
注
意
情
報
…
現
行
の
観
測
情
報
は

極
め
て
そ
の
幅
が
広
く
、
い
わ
ゆ
る
灰
色
情
報

で
あ
っ
た
た
め
、
こ
れ
を
２
段
階
に
分
け
、
そ

の
う
ち
東
海
地
震
の
前
兆
現
象
の
可
能
性
が
高

ま
っ
た
と
認
め
ら
れ
た
場
合
に
発
表
す
る
も
の

で
、
こ
れ
を
受
け
準
備
行
動
開
始
の
意
思
決
定

等
の
対
応
が
と
ら
れ
る
。
な
お
、
こ
れ
ま
で
あ

っ
た
判
定
会
招
集
連
絡
報
は
廃
止
す
る
（
二

カ
所
の
歪
計
で
有
意
な
変
化
が
観
測
さ
れ
た
場

合
で
あ
っ
て
、
前
兆
す
べ
り
に
よ
る
も
の
で
あ

る
可
能
性
が
高
ま
っ
た
場
合
等
）
。
　 

③
東
海
地
震
予
知
情
報
…
東
海
地
震
が
発
生
す

る
恐
れ
が
あ
る
と
み
と
め
ら
れ
た
場
合
に
発
表

す
る
も
の
で
、
こ
れ
を
受
け
警
戒
宣
言
等
の
対

応
が
と
ら
れ
る
（
三
カ
所
以
上
の
歪
計
で
有
意

な
変
化
が
観
測
さ
れ
た
場
合
で
あ
っ
て
、
前
兆

す
べ
り
に
よ
る
も
の
と
認
め
ら
れ
た
場
合
等
）
。

●
問
合
先
　
消
防
本
部
総
務
課
予
防
防
災
係 

（
☎
３
７
―
５
３
３
３
内
線
２
１
２
）
ま
で
。 

東海地震に関連する情報と防災対策 

●情報収集 
　連絡体制 

情　報　名

東海地震予知 
情報 

東海地震注意 
情報 

東海地震観測 
情報 

●警戒宣言 
●地震災害警戒本部設置 
●地震防災応急対策の実施 

●準備行動（準備体制） 
　開始の意思決定 
●救助部隊、救急部隊、 
　消火部隊、医療関係者等の 
　派遣準備の実施 
●住民に対する適切な広報 

主な防災対応

新たな対応

●特になし 

情　報　名

●警戒宣言 
●地震防災警戒本部設置 
●地震防災応急対策の実施 
 

●職員緊急参集 

●情報収集 
　連絡体制 

主な防災対応

これまでの対応

◎
よ
り
的
確
な
防
災
対
応
の
必
要
性 

◎
地
震
前
の
前
兆
す
べ
り
現
象
の
解
明 

大

危
険
度

小

地震予知情報 

判定会招集  
連 絡 報  

観 測 情 報  

解 説 情 報  

（月） ご
注
意
く
だ
さ
い
！ 

東
海
地
震
の
情
報
体
系
が 

見
直
さ
れ
ま
し
た 

平成16年2月1日9



●
市
政
の
窓
●第

１０
回
岩
倉
定
期
演
奏 

会
と
公
開
リ
ハ
ー
サ
ル 

　
　  

セ
ン
ト
ラ
ル
愛
知
交
響
楽
団 

（木） 

（水） 

　２００５年の日本国際博覧会に際し、岩倉市と一市町村一国フ
レンドシップ事業で交流相手国に選ばれたキューバ共和国について、
皆さんはどういった印象をお持ちでしょうか。
　日本では、キューバについての情報はあまりないかも知れませ
んが、野球、バレーボール、サルサダンス等、キューバと聞くと
思いつくものがいくつかあるかと思います。
　これから、キューバという国の魅力を知っていただくために、
毎回少しでも多くのキューバ情報を紹介していきたいと思います。
　この国の魅力を語る上で、まず語るべきことは、キューバが多
種多様な民族が融合した混血社会で、キューバ人の気質に、それ
が生きているということです。
　１４９２年にコロンブスがこの地を発見して以来、スペイン人、
その他のヨーロッパ人の移入、アフリカ人奴隷の移入、また、中
国人労働者の移入等があり、その後この国では混血がかなり進ん
だため、街行く人の顔色は千差万別です。
　ラテン系とアフリカ系を中心に多くの人種が混合しているキュ
ーバ人は、とても明るく、表情豊かな気質を持っています。サルサ、
ルンバ、マンボ等の数知れない明るいリズムや音楽が生まれたのは、
その彼らの文化によるものです。

　キューバの首都、ハバナ市内の防波堤沿いに約７㌔㍍続くマレ
コン通りを歩いていると、キューバ人の雰囲気がよく分かります。
夕方になると、たくさんの人がこの通りに集まり、おしゃべりを
したり、のんびりと夕涼みをしたりしながら、防波堤に座ってい
ます。不思議なくらいに時間がゆっくりと流れています。
　この国では、旧ソ連、東欧諸国の社会主義体制が崩壊した後、
主要な援助国や貿易相手国を失って物不足に悩んでいますが、時
間に追われることなく、家族や友達と、明るい表情で豊かな時間
を過ごしている姿は、不思議にすら思えることがあります。
　おそらく、そんなキューバ人の姿を手っ取り早く日本で知るた
めには、まずは、映画「ブエナ・ビスタ・ソシアル・クラブ」を
見ていただけたらよいでしょう。老ミュージシャンたちが、陽気
な笑顔でキューバの伝統音楽「ソン」を歌いあげるドキュメンタ
リー映画です。
　映し出される彼らの日常の様子や、彼らが公演におもむいたニ
ューヨークで、大都会の風景に圧倒される様子は、キューバ人の
素朴さを表しています。また、どれだけキューバ人が人なつっこく、
知らない人とでもためらいなく話す、おしゃべり好きな国民性を
持っているということがよく分かると思います。

愛・地球博　「一市町村一国フレンドシップ事業」

灘久美子さんのキューバコラム（第１回目）
　愛・地球博の「一市町村一国フレンドシップ事業」で岩倉市の交流相手国に選ばれたキューバ
共和国。
　交流を深めるために、今回からキューバ共和国のことを詳しく知っている灘久美子さん（在キ
ューバ日本国大使館派遣員）に大使館派遣員という立場ではなく、個人として感じたことをお話
いただきます。

　
岩
倉
市
を
拠
点
に
活
動
を
続
け
て
い
る
セ
ン
ト

ラ
ル
愛
知
交
響
楽
団
の
岩
倉
で
の
定
期
演
奏
会
を

開
催
し
ま
す
。 

　
指
揮
は
常
任
指
揮
者
で
名
古
屋
市
出
身
、
女
性

と
し
て
初
め
て
フ
ラ
ン
ス
・
ブ
ザ
ン
ソ
ン
指
揮
者

コ
ン
ク
ー
ル
に
優
勝
し
た
松
尾
葉
子
さ
ん
で
す
。 

　
松
尾
葉
子
さ
ん
は
平
成
１６
年
３
月
で
セ
ン
ト
ラ

ル
愛
知
交
響
楽
団
の
常
任
指
揮
者
を
退
任
さ
れ
る

た
め
、
岩
倉
で
は

最
後
の
演
奏
会
と

な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、

こ
の
機
会
に
ご
鑑

賞
く
だ
さ
い
。 

第
１０
回
岩
倉
定
期
演
奏
会 

●
と
き
　
３
月
１８
日
　
午
後
６
時
開
場
、
午
後
６

時
４５
分
開
演 

●
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ

ー
ル 

●
内
容
　
Ｒ
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
／
交
響
詩
「
ド
ン

＝
フ
ァ
ン
」
Ｏ
ｐ
・
２０
、
グ
ノ
ー
／
歌
劇
「
フ
ァ

ウ
ス
ト
」
よ
り
”バ
レ
エ
音
楽
“
、
フ
ラ
ン
ク
／

交
響
曲
ニ
短
調 

●
指
揮
　
松
尾
葉
子 

●
管
弦
楽
　
セ
ン
ト
ラ
ル
愛
知
交
響
楽
団 

●
入
場
料
　
一
般
…
２
千
５
０
０
円
、
学
生
…
１

千
５
０
０
円
（
全
自
由
席
） 

●
主
催
　
セ
ン
ト
ラ
ル
愛
知
交
響
楽
団
、
中
日
新

聞
社 

●
後
援
　
岩
倉
市
、
岩
倉
市
教
育
委
員
会
、
愛
知

県
教
育
委
員
会
、
Ｆ
Ｍ
―
Ａ
Ｉ
Ｃ
Ｈ
Ｉ 

●
前
売
券
販
売
場
所
　
市
役
所
１
階
情
報
サ
ロ
ン
、

総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
、
公
民
館
、
ユ
ニ
ー
岩

倉
店
、
チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ 

公
開
リ
ハ
ー
サ
ル 

　
演
奏
会
に
先
立
っ
て
、
普
段
は
見
る
こ
と
の
で

き
な
い
リ
ハ
ー
サ
ル
風
景
を
、
セ
ン
ト
ラ
ル
愛
知

交
響
楽
団
の
協
力
を
得
て
公
開
し
ま
す
。 

　
指
揮
者
の
松
尾
葉
子
先
生
の
お
話
し
を
聴
き
な

が
ら
の
練
習
風
景
を
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

※
定
期
演
奏
会
の
チ
ケ
ッ
ト
を
ご
購
入
し
て
い
た

だ
い
た
人
の
み
を
対
象
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

●
と
き
　
３
月
１７
日
　
午
後
１
時
４５
分
〜
２
時
４５

分 ※
午
後
１
時
〜
１
時
３０
分
ま
で
に
入
場
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。
な
お
、
途
中
で
の
入
退
場
は
で
き
ま

せ
ん
。 

●
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ

ー
ル 

●
入
場
料
　
無
料
（
当
日
演
奏
会
チ
ケ
ッ
ト
を
ご

提
示
く
だ
さ
い
。
な
お
、
会
場
で
も
販
売
し
て
お

り
ま
す
） 

※
幼
児
の
入
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。 

●
問
合
先
　
生
涯
学
習
課
文
化
振
興
係
（
☎
３
８

―
５
８
１
９
）
ま
で
。 

なだ く    み　 こ
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 地区サロンコンサートは、皆さんに気軽に生の音楽を楽しんでいただくために開催しています。入場は無料です。どなたで 
も自由に入場できますので、皆さん、お誘い合わせのうえご来場ください。 
●問合先　生涯学習課文化振興係（☎３８―５８１９）まで。 
 

お出かけください 地区サロンコンサート 地区サロンコンサート 

●
市
政
の
窓
●

　バレンタインデーの夜に、コンサートを開催します。 

　ライブハウスなどで活躍している楠田晴正さんとセント

ラル愛知交響楽団のメンバーによる演奏をぜひ、お聴きく

ださい。 

●と　き　２月１４日（土）午後６時４５分～ 

●ところ　地域交流センターみどりの家 

●出　演 

★楠田晴正（ギター） 

★セントラル愛知交響楽団…神野玲子、吉岡秀和（バイオ

　リン）、為貝香織（ビオラ）、石橋隆弘（チェロ） 

●主な曲　 

★ギターと弦楽四重奏によるビートルズナンバー…イエス

　タデイ、チケット トゥー ライド、エリナー・リグピー、

　レット イット ビー　ほか 

　心地よい音楽を聴いたり、懐かしい歌を一緒に歌いなが

ら音楽によるリフレッシュ効果をご体験ください。 

●と　き　２月１３日（金）午後２時～３時３０分 

●ところ　老人憩の家（東町） 

●内　容　歌とビオラとピアノ 

●出　演　セントラル愛知交響楽団 

★うた…森やよい 

★ビオラ（バイオリン）…為貝香織 

★ピアノ…池田寿美子 

●主な曲 

★バイオリン・ビオラ…愛のあいさつ、ユモレスク、秋桜

　ほか 

★歌…赤い靴、椰子の実、砂山　ほか 

 

～ギターと弦楽四重奏によるビートルズナンバー～

くす  だ　はるまさ 

よしおか ひでかず じん  の   れい  こ 

ためがい   か  おり 

ためがい   か  おり 

おおにし のぶひと おおにしけい  こ いわ  せ   とう  こ かけいたか  や 

いけ   だ    す　 み　こ 

もり 

いしばしたかひろ 

「一緒に歌いましょう」 

【アンサンブルを楽しむシリーズ第３弾　フルート四重奏の昼下がり】 
●と　き　２月１日（日）午後２時～ 
●出　演　セントラル愛知交響楽団～Ｔｈｅ　Ｆａｎｔａｓｔｉｃ　Ｆｌｕｔｅｓ～　 
　　　　　大西宣人、大西圭子、岩瀬桐子、筧孝也 
●主な曲　想い出は銀の笛／三浦真理作曲・キャッツ／ベルトミュー作曲・ 
　　　　　日本のうたメドレー　ほか 
●問合先　生涯学習課文化振興係（☎３８―５８１９）まで。  
 

【木彫りの会　作品展】 
●と　き　１月２６日（月）～２月７日（土） 
●問合先　重松（☎６６―５４９５）まで。  
【キューバ紹介展】 
●と　き　２月９日（月）～１５日（日） 
●問合先　商工農政課（☎３８―５８１２）まで。  
【伊勢型紙を楽しむ会】 
●と　き　２月１６日（月）～２８日（土） 
●問合先　近藤（☎３７―３７１６）まで。  
 
 
 

　市役所１階には、情報サロンやミ

ニステージ、児童コーナー、２階に

は市民ギャラリーやレストランなど、

市民の皆さんに利用していただける

スペースがあります。皆さん、ぜひ、

ご利用ください。 

●利用時間　午前８時３０分～午後

９時（第２日曜日、祝日、年末およ

び年始は休みです）ただし、レスト

ランの営業時間は、振替休日を除く

月～土曜日の午前９時から午後６時

までです。 

指 名 競 争 入 札 結 果  
工　　事　　名　　等 工 事 場 所 等 契　約　業　者　名 契約金額（円） 期　　間

（１２月１８日～２５日） 

H１５/１２/２４～H１６/３/２

H１５/１２/２４～H１６/３/２

H１５/１２/２４～H１６/３/１９

１/９～３/１８

１/９～３/１８

１/６～３/１５

１,６８０,０００

３,４６５,０００

１,６８０,０００

５,５１２,５００

５,９８５,０００

３,７８０,０００

舗装修繕工事

舗装修繕工事

交通安全施設等整備工事（舗装修繕）

西出用水路改修工事

八剱町六反田排水路改修工事

配水管布設替工事（第２期整備計画１５-５号）

本町地内 

本町地内

八剱町地内

稲荷町地内

八剱町地内

大地町地内

㈱江口組

H１５/１２/２４～H１６/３/２２,８３５,０００舗装修繕工事 曽野町地内 ㈱永井組岩倉支店

H１５/１２/２４～H１６/３/１９３,８８５,０００舗装修繕工事 野寄町外1地内 ㈱イチテック岩倉支店

㈱江口組

栗本土木㈱

㈲八信建設

㈱大栄企業

㈱間瀬設備工業

ミニステージ 
 

市民ギャラリー 
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あ
る
調
査
で
は
、
ボ
ケ
症
状
を
伴
う
ア
ル

ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の
患
者
さ
ん
は
、
健
常
者
に

比
べ
若
い
時
期
か
ら
歯
を
失
っ
て
お
り
、
そ

の
本
数
が
多
い
ほ
ど
痴
ほ
う
の
程
度
が
重
か

っ
た
と
し
て
い
ま
す
。 

さ
ら
に
、
あ
る
老
人

病
院
で
の
調
査
は
、
義
歯
の
調
子
が
い
い
老

人
の
方
が
、
不
良
の
場
合
よ
り
も
痴
ほ
う
が

少
な
い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

診
療
に
当
た
っ
て
い
る
と
、
患
者
さ
ん
の
家

族
か
ら
、
入
れ
歯
で
よ
く
か
め
る
よ
う
に
な

っ
て
か
ら
ボ
ケ
が
少
な
く
な
っ
た
と
の
話
を

聞
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

こ
の
よ
う
に
、
よ

く
か
む
こ
と
は
脳
の
活
性
化
と
密
接
に
関
連

し
て
い
る
よ
う
で
す
。
平
均
寿
命
が
延
び
、

超
高
齢
化
社
会
と
呼
ば
れ
る
今
日
、
ボ
ケ
る

こ
と
な
く
最
後
ま
で
充
実
し
た
人
生
を
送
る

た
め
に
も
、
歯
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。 

　
最
近
、
良
く
か
む
こ
と
と
脳
の
は
た
ら
き

や
体
の
健
康
と
の
あ
い
だ
に
密
接
な
関
係
が

あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
あ
る
老

人
施
設
で
の
健
康
調
査
で
は
、
２０
本
以
上
の

歯
が
残
っ
て
い
る
人
に
は
寝
た
き
り
の
人
が

い
な
か
っ
た
の
に
比
べ
、
歯
の
数
が
少
な
く

て
も
義
歯
も
入
れ
て
な
い
人
に
寝
た
き
り
の

人
や
要
介
護
の
人
が
多
か
っ
た
そ
う
で
す
。

そ
し
て
痴
ほ
う
の
な
い
人
は
痴
ほ
う
の
あ
る

人
よ
り
も
歯
の
数
が
多
か
っ
た
の
で
す
。
同

様
の
報
告
が
最
近
次
々
と
発
表
さ
れ
て
い
ま

す
。 

一
方
、
物
を
か
む
と
脳
の
血
流
が
増
え

る
こ
と
が
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
（
ポ
ジ
ト
ロ
ン
Ｃ
Ｔ
／

陽
電
子
放
射
断
層
撮
影
法
）
と
い
う
検
査
装

置
を
用
い
た
研
究
で
証
明
さ
れ
ま
し
た
。
脳

の
血
流
が
増
え
れ
ば
脳
の
動
き
は
活
発
に
な

り
ま
す
。 

お
そ
ら
く
か
む
時
に
使
う
筋
肉
は

脳
へ
血
液
を
送
る
ポ
ン
プ
の
役
目
を
し
て
い

る
よ
う
で
す
。
こ
の
よ
う
に
歯
の
健
康
は
脳

の
健
康
を
保
ち
、
老
化
や
ボ
ケ
を
く
い
止
め

る
た
め
の
ひ
と
つ
の
因
子
で
あ
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
日
ご
ろ
の
心

が
け
と
し
て
は
、
や
は
り
歯
磨
き
が
基
本
で

す
が
、
痛
い
歯
が
な
い
か
、
入
れ
歯
が
き
ち

ん
と
あ
っ
て
い
る
か
な
ど
、
き
ち
ん
と
か
む

こ
と
が
出
来
る
よ
う
「
口
の
中
の
環
境
」
を

整
え
て
あ
げ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
寝
た
き

り
や
痴
ほ
う
気
味
の
老
人
の
歯
を
調
べ
て
み

る
と
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
入
れ
歯
で
、
そ
の

多
く
が
入
れ
歯
が
し
っ
か
り
合
わ
ず
、
食
べ

物
が
食
べ
に
く
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
食
べ

に
く
い
か
ら
食
べ
な
い
、
あ
る
い
は
食
べ
に

く
い
か
ら
柔
ら
か
い
も
の
ば
か
り
食
べ
て
か

む
こ
と
を
し
な
い
。
し
か
し
そ
の
よ
う
な
歯

の
悪
い
老
人
の
虫
歯
を
治
し
た
り
、
し
っ
か

り
か
め
る
入
れ
歯
を
入
れ
た
り
し
て
、
き
ち

ん
と
か
め
る
よ
う
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

寝
た
き
り
老
人
が
歩
け
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、

痴
ほ
う
気
味
の
老
人
の
ボ
ケ
が
改
善
し
た
と

い
う
例
も
多
い
と
言
い
ま
す
。
食
べ
物
を
か

む
こ
と
に
よ
っ
て
、
脳
の
記
憶
の
中
枢
と
も

い
え
る
海
馬
の
情
報
伝
達
を
に
な
う
遺
伝
子

の
働
き
が
活
性
化
す
る
と
言
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
記
憶
力
が
向
上
し
た
り
、
老
化
を
促

進
す
る
活
性
酸
素
を
減
ら
す
効
果
も
あ
る
と

言
い
ま
す
。
ま
た
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
で
調
べ
て
み
る

と
、
食
べ
物
を
か
ん
で
い
る
時
に
は
、
脳
の

神
経
細
胞
の
酸
素
消
費
量
が
増
え
、
神
経
細

胞
が
活
性
化
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
と
言

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
き
ち
ん
と
か
め
る
歯

は
、
老
化
防
止
や
ボ
ケ
防
止
に
も
大
き
な
効

能
が
あ
る
の
で
す
が
、
で
は
ど
の
く
ら
い
の

歯
が
必
要
な
の
で
し
ょ
う
か
？
　 

　
阪
大
医
学
部
の
調
査
に
よ
る
と 

・
２１
本
以
上･･･

何
で
も
か
む
こ
と
が
で
き
る 

・
１６
〜
２０
本･･･

だ
い
た
い
食
べ
ら
れ
る  

・
１１
〜
１５
本･･･

か
め
な
い
も
の
が
あ
る  

・
６
〜
１０
本･･･

あ
ま
り
か
め
な
い      

・
５
本
以
下･･･

全
く
か
め
な
い  

と
い
う
こ
と
で
す
。 

　
歯
を
無
く
す
原
因
は
、
虫
歯
と
歯
周
病
で

す
。
今
さ
ら
言
う
ま
で
も
な
く
、
予
防
は
歯

磨
き
で
す
。
歯
の
き
れ
い
な
人
は
若
く
見
え
、

知
的
に
見
え
、
健
康
的
で
す
。
と
こ
ろ
が
歯

を
失
う
と
か
む
能
力
が
衰
え
る
だ
け
で
な
く
、

容
ぼ
う
ま
で
老
け
て
見
え
ま
す
。
健
康
な
歯

を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
子
ど
も
の
こ
ろ
か

ら
小
魚
を
骨
ご
と
食
べ
た
り
、
硬
い
物
や
食

物
繊
維
の
多
い
食
べ
物
を
た
く
さ
ん
食
べ
る

こ
と
に
よ
っ
て
か
む
回
数
を
増
や
し
、
食
後

や
寝
る
前
の
歯
み
が
き
を
励
行
す
る
こ
と
は

言
う
に
お
よ
び
ま
せ
ん
。 

No.34

か
む
こ
と
が
ボ
ケ
を
防
ぐ
 

岩
倉
市
医
師
会
　
青
木
　
崇
佳
　
　
　
　 

あ
お
き
　
　
た
か
よ
し 

健　康健　康 
講　座講　座 
健　康健　康 
講　座講　座 
健　康 
講　座 

知っておきたい 

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー 

 

　
平
成
１３
年
よ
り
連
載
が
続
い
て
い
る
こ
の

コ
ー
ナ
ー
も
、
残
す
と
こ
ろ
あ
と
２
回
と
な

り
ま
し
た
。
今
月
か
ら
は
岩
倉
市
全
般
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。 

　
こ
れ
ま
で
の
３３
回
の
連
載
で
、
市
内
３６
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、

こ
れ
ら
の
団
体
は
す
べ
て
岩
倉
市
社
会
福
祉

協
議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
登
録
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
セ
ン
タ
ー
は
、
市
内
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
啓
発
と
支
援
・
育
成

を
目
的
と
し
て
昭
和
５７
年
に
社
会
福
祉
協
議

会
が
設
置
し
ま
し
た
。
登
録
さ
れ
た
団
体
に

対
し
て
は
、
会
議
室
や
活
動
機
材
を
貸
し
出

し
た
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
へ
の
加
入
手

続
き
を
し
た
り
、
事
業
費
の
一
部
を
助
成
し

た
り
す
る
一
方
、
登
録
団
体
は
社
会
福
祉
協

議
会
が
全
市
的
に
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
運
営
や
企
画
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

い
つ
も
と
は
違
う

活
動
に
最
初
は
戸

惑
う
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
が
、

行
事
が
進
む
に
つ

れ
段
々
と
積
極
的
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岩倉市国際交流協会 

我
が
子
を
海
外
留
学
さ
せ
て 

Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
３ 

（！？） 

元
気
に
帰
っ
て
き
て
ね 

　
昨
年
の
７
月
、
夢
か
な
っ
て
ア
メ
リ
カ
の

ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
へ
旅
立
っ
て
い
き
ま

し
た
。
１５
歳
の
娘
で
す
が
１
年
間
ア
メ
リ
カ

の
高
校
で
勉
強
し
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で
生

活
し
て
い
ま
す
。
普
段
は
あ
っ
と
い
う
間
に

過
ぎ
る
１
年
で
す
が
、
待
っ
て
い
る
親
に
と

っ
て
は
長
い
時
間
で
す
。
心
配
な
こ
と
も
多

か
っ
た
の
で
す
が
、
岩
倉
に
は
高
校
で
１
年

間
の
海
外
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
経
験
し
て
い
る

先
輩
た
ち
が
た
く
さ
ん
い
て
、
お
話
を
聞
く

こ
と
が
で
き
て
助
か
り

ま
し
た
。
あ
れ
よ
あ
れ

よ
と
い
う
間
に
出
発
の

時
が
来
て
、
十
分
な
準

備
も
せ
ず
慌
し
く
旅
立

っ
て
い
き
ま
し
た
。
大

変
な
準
備
の
中
で
し
た

が
、
お
土
産
を
買
っ
た

り
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
か
ら
メ
ー
ル
や
写
真

を
も
ら
っ
た
り
と
、
わ
く
わ
く
す
る
体
験
が

娘
と
一
緒
に
出
来
ま
し
た
。 

　
よ
う
や
く
折
り
返
し
の
今
、
娘
は
元
気
に

お
世
話
に
な
っ
て
い
る
ら
し
く
、
そ
ん
な
様

子
を
た
ま
の
メ
ー
ル
と
、
月
一
の
国
際
電
話

で
知
ら
せ
て
く
れ
ま
す
。
も
っ
と
様
子
を
知

り
た
い
と
も
思
う
の
で
す
が
薄
情
な
娘
で
す
。

「
親
の
心
子
知
ら
ず
」
で
す
ね
。
お
気
楽
な

娘
は
い
つ
も
メ
ー
ル
の
最
後
に
は
こ
ん
な
ふ

う
に
書
い
て
送
っ
て
く
れ
ま
す
。
「
英
語
は
、

相
変
わ
ら
ず
わ
か
ら
ん
け
ど
、
結
構
楽
し
く

や
っ
て
る
、
心
配
し
な
く
て
い
い
よ
！
」
っ

て
。
ほ
と
ん
ど
海
外
に
行
っ
た
こ
と
の
無
い

私
た
ち
で
す
が
、
娘
を
通
し
て
時
折
ア
メ
リ

カ
を
感
じ
た
り
考
え
た
り
し
ま
す
。
こ
ん
な

国
際
交
流
も
あ
り
か
な
と
思
い
ま
す
。 

　
英
語
ば
っ
ち
り
で
帰
っ
て
き
て
ね
、
ア
メ

リ
カ
の
文
化
バ
リ
バ
リ
に
勉
強
し
て
き
て
ね

！
　
肉
ば
っ
か
り
食
べ
て
太
る
な
よ
！
　
と

相
変
わ
ら
ず
欲
張
り
な
私
た
ち
で
す
。
娘
に

あ
ま
り
期
待
し
て
も
無
理
か
な
？
　
で
も
い

ま
学
校
で
言
わ
れ
て
い
る
「
生
き
る
力
」
き

っ
と
そ
れ
だ
け
は
た
っ
ぷ
り
つ
け
て
帰
っ
て

く
る
の
で
し
ょ
う
。 

　
今
年
の
７
月
、
ど
ん
な
「
た
だ
い
ま
！
」

が
聞
け
る
の
か
楽
し
み
で
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
（
井
上
聡
　
八
剱
町
） 

こ
れ
か
ら
が
楽
し
み 

　
昨
年
１２
月
１
日
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
の

１１
か
月
の
留
学
を
終
え
て
、
高
１
の
娘
が
帰

国
し
ま
し
た
。
空
港
の
出
迎
え
ロ
ビ
ー
で
、

す
れ
違
っ
て
も
分
か
ら
な
か
っ
た
ほ
ど
、
外

見
も
中
身
も
娘
は
成
長
し
て
い
ま
し
た
。
自

信
に
満
ち
た
表
情
に
親
の
ほ
う
が
ど
ぎ
ま
ぎ

し
た
ほ
ど
で
す
。 

　
娘
が
海
外
の
高
校
へ
留
学
し
た
い
と
言
い

出
し
た
の
は
、
中
３
の
夏
ご
ろ
の
こ
と
。
１

年
間
の
高
校
留
学
を
し
た
先
輩
が
岩
倉
に
は

た
く
さ
ん
い
て
、
そ
の
変
ぼ
う
振
り
や
自
信

に
満
ち
た
カ
ッ
コ
良
さ
を
目
の
当
た
り
に
し

て
、
い
つ
し
か
娘
も
心
が
動
い
て
い
た
よ
う

で
す
。 

　
１
年
間
、
現
地
の
家
庭
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

し
て
の
留
学
で
す
の
で
、
ホ
ス
ト
に
か
わ
い

が
っ
て
も
ら
え
る
か
し
ら
な
ど
、
親
に
と
っ

て
は
心
配
の
種
は
つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

娘
は
至
っ
て
の
ん
び
り
と

出
発
の
１
月
を
迎
え
ま
し

た
。 

　
カ
ン
ガ
ル
ー
が
裏
庭
に

飛
び
跳
ね
て
い
る
よ
う
な

田
舎
で
、
温
か
い
家
族
に

迎
え
ら
れ
、
本
当
に
か
わ

い
が
っ
て
も
ら
っ
た
よ
う

で
す
。
通
学
し
た
現
地
の
高
校
で
は
、
全
く

何
の
心
配
も
な
く
、
溶
け
込
ん
で
行
っ
た
よ

う
で
す
。
こ
と
ば
の
不
十
分
さ
も
あ
ま
り
関

係
な
く
、
む
し
ろ
そ
ん
な
娘
を
取
り
巻
い
て
、

皆
が
一
緒
に
楽
し
ん
で
く
れ
た
ら
し
く
、
帰

国
直
前
の
レ
ポ
ー
ト
で
は
、
「
帰
り
た
く
な

い
、
こ
こ
の
友
だ
ち
と
別
れ
た
く
な
い
。
日 

本
も
恋
し
い
け
ど
、
こ
の
地
が
も
っ
と
好 

き
」
と
書
い
て
き
た
ほ
ど
で
す
。 

　
こ
の
正
月
に
我
が
家
へ
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
中

の
韓
国
の
中
学
生
に
、
ト
ラ
ン
プ
の
遊
び
方

を
英
語
で
説
明
し
て
い
る
の
を
見
て
、
母
は

充
分
満
足
で
す
。 

　
親
元
を
離
れ
、
何
も
か
も
自
分
で
判
断
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
生
活
の
中
で
、
苦
労
も

し
た
で
し
ょ
う
が
、
こ
の
体
験
の
中
で
培
っ

た
力
は
こ
と
ば
だ
け
で
な
く
、
期
待
し
た
以

上
の
大
き
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
娘
は

地
球
上
の
ど
ん
な
国
へ
行
っ
て
も
、
楽
し
く

生
き
て
い
け
る
で
し
ょ
う
。
こ
の
体
験
を
こ

れ
か
ら
の
生
活
に
大
い
に
生
か
し
て
い
っ
て

も
ら
い
た
い
と
、
期
待
し
て
い
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
（
大
橋
ま
り
子
　
稲
荷
町
） 

　
次
回
「
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
４
」
を
ご
期
待
く
だ
さ

い
。 

に
な
り
、
自
然
に
手
や
口
　
が
出
る
よ
う
に

な
る
の
を
見
る
と
、
何
と
も
頼
も
し
く
感
じ

ら
れ
、
う
れ
し
く
な
り
ま
す
。 

　
と
こ
ろ
で
、
セ
ン
タ
ー
の
大
き
な
事
業
の

一
つ
に
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談
室
」
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し

て
み
た
い
人
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
来
て
ほ

し
い
人
の
相
談
窓
口
と
し
て
、
平
日
午
前
８

時
３０
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
開
設
し
て
い
る

も
の
で
、
と
く
に
木
曜
日
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
実
践
家
に
よ
る
生
の
声
を
聞
い
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
相
談
者
の
要
望
は
多
岐

に
わ
た
り
、
す
ぐ
に
希
望
に
添
え
な
い
場
合

も
間
々

あ
り
ま

す
が
、

相
談
員

も
自
己

研
究
を

重
ね
、

よ
り
適

切
な
ア

ド
バ
イ

ス
が
で

き
る
よ

う
努
力

し
て
い

ま
す
の

で
、
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
一
度
足
を
お
運

び
く
だ
さ
い
。 

●
問
合
先
　
岩
倉
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
２
階
☎
３
７
―
３
１
３
５

　
３
８
―
０
０
３
９
、
Ｅ
メ
ー
ルi-syakyo@

 

sm
ile.ocn.ne.jp

）
ま
で
。 
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●
福
祉
給
付
金
支
給
申
請 

  

　
平
成
１５
年
１２
月
ま
で
に
入
院
、
外

来
で
支
払
っ
た
医
療
費
の
一
部
負
担

金
を
助
成
す
る
福
祉
給
付
金
の
支
給

申
請
を
２
月
２
日
　
か
ら
受
け
付
け

ま
す
。 

　
該
当
す
る
人
は
２
月
２７
日
　
ま
で

に
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。 

▼
持
参
す
る
も
の 

★
福
祉
給
付
金
支
払
証
明
書
ま
た
は

領
収
書 

★
印
鑑 

★
受
給
者
名
義
の
預
金
通
帳
（
郵
便

局
は
除
く
） 

★
健
康
保
険
証 

★
老
人
保
健
法
医
療
受
給
者
証
、
　

老
人
医
療
費
受
給
者
証
、
高
齢
受
給

者
証 

▼
福
祉
給
付
金
の
対
象
と
な
る
人 

　
老
人
保
健
法
等
に
よ
る
医
療
受
給

者
で
次
に
該
当
す
る
人 

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
か
ら
３
級

該
当
者
、
４
級
該
当
者
の
う
ち
腎
臓

機
能
障
害
者
、
４
級
か
ら
６
級
ま
で

に
該
当
す
る
進
行
性
筋
萎
縮
症
と
さ

れ
て
い
る
人 

②
知
能
指
数
が
５０
以
下
の
知
的
障
害

の
人 

③
自
閉
症
状
群
と
診
断
さ
れ
た
人 

④
戦
傷
病
者 

⑤
市
民
税
が
非
課
税
世
帯
か
要
保
護

世
帯
で
、
寝
た
き
り
、
痴
ほ
う
、
ひ

と
り
暮
ら
し
の
認
定
を
受
け
て
い
る

昭
和
９
年
９
月
３０
日
以
前
に
生
ま
れ

た
人 

▼
問
合
先
　
市
民
窓
口
課
保
険
医
療

係
（
☎
３
８
―
５
８
０
７
） 

  

●
小
学
校
・
中
学
校
入
学
通

　
知
送
付 
  

　
今
春
、
小
学
校
と
中
学
校
へ
入
学

さ
れ
る
お
子
さ
ん
に
入
学
通
知
を
送

付
し
ま
し
た
。 

　
た
だ
し
、
中
学
校
の
入
学
通
知
は

小
学
校
を
通
じ
て
配
布
し
ま
し
た
。 

▼
入
学
対
象
者 

★
小
学
校
…
平
成
９
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
１０
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人 

★
中
学
校
…
平
成
３
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
４
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人 

※
次
の
場
合
は
、
学
校
教
育
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

・
入
学
通
知
が
届
か
な
い
と
き 

・
転
出
等
の
理
由
で
指
定
学
校
に
入

学
し
な
い
と
き 

・
私
立
学
校
等
に
入
学
す
る
と
き 

　
な
お
、
小
・
中
学
校
新
１
年
生
で

外
国
人
の
方
は
、
申
請
が
必
要
で
す

の
で
、
外
国
人
登
録
証
明
書
と
印
鑑

を
持
参
の
う
え
、
学
校
教
育
課
に
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。 

▼
問
合

先
　
学

校
教
育

課
庶
務

係
（
☎

３
８
―

５
８
１

８
） 

         

●
岩
倉
市
消
費
生
活
モ
ニ 

　
タ
ー 

  

　
岩
倉
市
で
は
、
岩
倉
市
の
消
費
者

行
政
の
改
善
と
発
展
を
図
る
た
め
に

消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
制
度
を
設
け
て

い
ま
す
。 

　
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
と
し
て
消
費

者
行
政
に
ご
協
力
を
い
た
だ
け
る
人

を
募
集
し
ま
す
。 

▼
活
動
の
内
容
　
①
月
１
回
の
定
例

会
②
市
・
県
等
が
開
催
す
る
消
費
生

活
に
関
す
る
講
演
会
、
展
示
会
に
参

加
、
お
よ
び
啓
発
・
宣
伝
③
消
費
生

活
に
関
す
る
学
習
、
情
報
の
交
換
・

提
供
④
そ
の
他 

▼
任
期
　
平
成
１６
年
４
月
１
日
〜
平

成
１８
年
３
月
３１
日 

▼
応
募
資
格
　
市
内
に
お
住
ま
い
の

２０
歳
か
ら
６５
歳
ま
で
の
人
で
、
消
費

生
活
に
関
心
が
あ
り
、
消
費
生
活
モ

ニ
タ
ー
と
し
て
熱
意
の
あ
る
人 

▼
募
集
人
数
　
１５
人 

▼
謝
礼
　
年
額
２
万
円 

▼
募
集
期
間
　
２
月
９
日
　
〜
２７
日

　 ▼
応
募
方
法
　
所
定
の
応
募
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
応
募
用
紙
は
、
市

役
所
商
工
農
政
課
で
配
布
し
ま
す
。

な
お
、
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

▼
申
込
・
問
合
先
　
商
工
農
政
課
商

工
観
光
係
（
☎
３
８
―
５
８
１
２
） 

  

児
童
館 

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
み
ど
り
の
家 

●
パ
ー
ト
職
員 

  

　
岩
倉
市
で
は
、
児
童
館
お
よ
び
地

域
交
流
セ
ン
タ
ー
み
ど
り
の
家
の
パ

ー
ト
職
員
の
登
録
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。 

　
登
録
の
あ
る
人
か
ら
必
要
に
応
じ

て
パ
ー
ト
職
員
の
採
用
を
し
て
い
ま

す
。 

▼
資
格
　
保
育
士
・
教
員
資
格
等
を

有
す
る
人
を
優
先
し
ま
す
が
、
資
格

の
な
い
人
も
登
録
を
受
け
付
け
ま
す
。 

▼
申
込
・
問
合
先
　
児
童
課
児
童
係

（
☎
３
８
―
５
８
１
０
）  

暮らしのガイド 
問合先・岩倉市役所　　☎0587－66－1111（代表） 
ふれ愛コールいわくら　☎0587－38－1717 
市民の声FAX　　　　   　0587－38－2471 
E-mail         　　　　   koho.prsec@city.iwakura.aichi.jp

募集  

（月） 

（金） 

手続き 

老 

（月） 

（金） 
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●
小
中
学
校
臨
時
講
師
お

　
よ
び
補
助
職
員 

  

　
平
成
１６
年
度
採
用
の
臨
時
講
師
お

よ
び
補
助
職
員
を
募
集
し
ま
す
。 

▼
勤
務
内
容
・
勤
務
日
・
採
用
人
数

な
ど
　
次
の
と
お
り 

▼
採
用
予
定
日
　
４
月
１
日 

▼
応
募
資
格
　
６０
歳
未
満
の
人 

▼
謝
礼
　
市
の
規
定
に
よ
り
支
給 

▼
応
募
期
間
　
２
月
２
日
　
〜
１３
日

　
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時
（
土

・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
） 

▼
提
出
書
類
　
学
校
教
育
課
に
備
え

付
け
の
専
用
応
募
用
紙 

▼
申
込
・
問
合
先
　
学
校
教
育
課
庶

務
係
（
☎
３
８
―
５
８
１
８
） 

                           

  

●
市
民
農
園
利
用
者 

  

　
岩
倉
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

野
菜
作
り
な
ど
を
楽
し
ん
で
い
た
だ

き
、
充
実
し
た
余
暇
を
過
ご
し
て
い

た
だ
く
た
め
、
市
民
農
園
を
設
置
し

て
い
ま
す
。 

　
こ
の
農
園
の
空
区
画
の
募
集
を
次

の
と
お
り
行
い
ま
す
。 

▼
申
込
資
格
　
市
内
に
お
住
ま
い
の

人 ▼
利
用
期
間
　
平
成
１６
年
４
月
〜
平

成
１７
年
３
月
（
更
新
で
５
年
間
の
延

長
可
） 

▼
利
用
料
金
　
年
間
３
千
円 

▼
募
集
区
画
数 

★
東
町
市
民
農
園
…
３
区
画 

★
石
仏
町
市
民
農
園
…
２５
区
画 

★
稲
荷
町
市
民
農
園
…
５
区
画 

★
東
町
白
山
市
民
農
園
…
２
区
画 

★
大
山
寺
町
市
民
農
園
…
２
区
画 

※
申
込
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
と
な

り
ま
す
。 

▼
申
込
期
限
　
２
月
２０
日
　 

▼
申
込
方
法
　
商
工
農
政
課
に
あ
る

利
用
申
込
書
に
記
入
の
う
え
、
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。 

▼
抽
選
に
つ
い
て
　
申
込
多
数
の
場

合
は
、
２
月
２６
日
　
午
後
２
時
か
ら

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
３
階
研
修
室
で

抽
選
を
行
い
ま
す
。 

▼
申
込
・
問
合
先
　
商
工
農
政
課
農

政
係
（
☎
３
８
―
５
８
１
２
） 

         

●
子
育
て
支
援
講
演
会 

　
　
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 

  

　
毎
日
の
三
度
三
度
の
食
事
。
ど
の

よ
う
に
し
て
い
ま
す
か
？ 

　
量
も
、
し
好
も
、
時
間
も
、
良
く

な
い
と
思
い
つ
つ
も
、
「
食
べ
て
く

れ
る
だ
け
で
も
い
い
わ
」
と
子
ど
も

の
ペ
ー
ス
に
任
せ
て
い
ま
せ
ん
か
？ 

食
事
は
「
人
」
が
「
人
」
と
し
て
育

つ
大
事
な
基
本
の
ひ
と
つ
。 

　
楽
し
い
食
事
が
出
来
る
こ
と
で
、

子
ど
も
の
身
体
と
と
も
に
、
心
も
豊

か
に
育
ち
ま
す
。 

　
楽
し
い
食
事
と
の
出
会
い
！
　
学

び
ま
せ
ん
か
？ 

▼
と
き
　
２
月
１７
日
　
午
前
１０
時
〜

１１
時
３０
分 

▼
と
こ
ろ
　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー 

視
聴
覚
室
兼
研
修
室
　 

▼
テ
ー
マ
　
¬
楽
し
い
食
事
と
の
出

会
い
」
　 

▼
講
師
　
橋
本
和
子
さ
ん
（
岐
阜
聖

徳
学
園
大
学
短
期
大
学
部
教
授
） 

▼
定
員
　
親
子
３５
組
（
親
子
同
伴
可
、

同
室
内
で
保
育
し
ま
す
） 

▼
申
込
受
付
開
始
　
２
月
３
日
　
よ

り
受
け
付
け
ま
す
（
定
員
に
な
り
し

だ
い
し
め
き
り
ま
す
）
。 

※
平
日
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
の
間

で
お
願
い
し
ま
す
。 

▼
申
込
・
問
合
先
　
地
域
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
（
南
部
保
育
園
内
☎
　

３
８
―
３
９
１
１
） 

（火） 

（木） 

（月） 

（金） 

（木） 

講座  
教室  

普通救命講習会 

小中学校臨時講師および補助職員勤務内容表 
 

　消防署では、心肺蘇生法や止血法の講習会を行います。
ぜひ、受講してください。 
　と　き  毎月９日午後１時３０分～ 
　ところ  消防署２階大会議室 
※グループで申し込みをされる場合は、消防職員が出張し
て行うこともできます。ご相談ください。 
　申　込  随時消防署で受け付けています。電話でも結構
です。 
　問合先  消防署救急担当（☎３７―５３３３） 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

は
し
も
と
か
ず 

こ 

（金） 

外国語教育 
臨時講師 

少人数授業等
臨時講師 

養護教諭 
補助職員 

個別指導 
臨時講師 

図書館司書 
補助員 

１日４時間 
週３日勤務 

小学校で担任とチーム
ティーチングにより英
語の授業 

２人 

１人 

４人 

２人 

２人 

７人 

職名 勤務内容 雇用期間 人数 勤務時間等 資格 

外国人児童 
生徒向け臨 
時講師 

ポルトガル語圏の児童
生徒に学習や生活等の
指導、保護者と学校等
の連絡 

小中学校で個々の学習
状況に応じたきめ細か
い指導のための補助 

１日４時間 
原則として 
月～金曜日 
の５日間 
１日４時間 
原則として 
月～金曜日 
の５日間 

教員免許 
小学校または 
中学校（数学・ 
理科・英語） 

１日４時間 
原則として 
月～金曜日 
の５日間 
１日６時間 
原則として 
月～金曜日 
の５日間 
１日２時間 
原則として 
月～金曜日 
の５日間 

養護教諭の補助 
（健診や保健事務） 

障害をもつ子どもの学
習と学校生活の指導・
支援 

小中学校図書館の環境
整備、図書の貸出、返
却 

養護教諭・看護 
師免許（優先） 

教員免許 
（優先） 

図書館司書免許 
（優先） 

４月から７月 
までの４か月 

４月から翌年 
３月までの 
１年間 

４月から翌年 
３月までの 
１年間 

（火） 

9 平成16年2月1日 15



（土） 

（日） 

（日） 

（日） 

（日） 

催し  

  

●
世
界
の
お
惣
菜
「
ア
メ
リ

　
カ
編
」 

岩
倉
市
国
際
交
流
協
会 

  

　
岩
倉
市
国
際
交
流
協
会
で
は
、
食

を
と
お
し
た
交
流
会
「
世
界
の
お
惣

菜
」
を
開
催
し
ま
す
。 

　
今
回
は
、
市
内
に
お
住
ま
い
で
２

児
の
母
親
で
あ
る
ア
リ
ア
ナ
さ
ん 

（
ア
メ
リ
カ
出
身
）
が
講
師
を
つ
と

め
ま
す
。  

▼
と
き
　
２
月
２２
日
　
午
前
１０
時
〜

午
後
１
時
３０
分 

▼
と
こ
ろ
　
公
民
館
料
理
教
室 

▼
献
立
　
①
シ
ー
フ
ー
ド
の
パ
ス
タ

②
シ
ー
ザ
ー
・
サ
ラ
ダ
③
ピ
ー
ナ
ツ

バ
タ
ー
・
ク
ッ
キ
ー 

▼
定
員
　
２５
人 

▼
持
ち
物
　
フ
キ
ン
・
エ
プ
ロ
ン
・

筆
記
用
具 

▼
費
用
　
岩
倉
市
国
際
交
流
協
会
会

員
…
４
０
０
円
、
非
会
員
…
９
０
０

円
（
小
学
４
年
生
以
下
は
４
０
０ 

円
） 

▼
申
込
期
限
　
２
月
１５
日
　 

▼
申
込
・
問
合
先
　
岩
倉
市
国
際
交

流
協
会
中
山
（
☎
　
６
６
―
８
５
７

３
）
、光
本
（
☎
３
７
―
８
６
７
３
） 

         

　
岩
倉
市
音
楽
連
盟 

●
わ
く
わ
く
コ
ン
サ
ー
ト 

  

　
今
年
も
岩
倉
市
音
楽
連
盟
に
よ
る

わ
く
わ
く
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま

す
。 

　
入
場
無
料
で
す
。
ぜ
ひ
、
お
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

▼
と
き
　
２
月
８
日
　
午
後
２
時
〜

４
時
（
午
後
１
時
３０
分
開
場
） 

▼
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ

ー
多
目
的
ホ
ー
ル 

▼
出
演
団
体
（
出
演
順
） 

岩
倉
ギ
タ
ー
友
の
会
、
謡
曲
（
観
世

流
）
の
集
い
、
民
謡
多
寿
美
会
、
岩

倉
プ
ッ
ペ 

▼
主
催
　
岩
倉
市
音
楽
連
盟 

▼
後
援
　
岩
倉
市
、
岩
倉
市
教
育
委

員
会
、
岩
倉
市
文
化
協
会 

▼
問
合
先
　
生
涯
学
習
課
文
化
振
興

係
（
☎
３
８
―
５
８
１
９
）  

  

●
ミ
ニ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト 

み
ど
り
の
家 

  

　
み
ど
り
の
家
で
は
、
毎
月
１
回
ミ

ニ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
い
て
い
ま

す
。 

　
２
月
は
、
オ
カ
リ
ナ
の
素
朴
で
心

地
良
い
音
色
を
お
届
け
し
ま
す
。 

　
ど
な
た
で
も
自
由
に
聴
け
ま
す
の

で
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ

ご
来
場
く
だ
さ
い
。
入
場
は
無
料
で

す
。 

▼
と
き
　
２
月
２９
日
　
午
後
２
時
〜 

▼
と
こ
ろ
　
み
ど
り
の
家
ふ
れ
あ
い

交
流
ホ
ー
ル 

▼
出
演
者
　
オ
カ
リ
ナ
い
ぶ
き
の
会 

▼
主
な
曲
　
翼
を
く
だ
さ
い
、
秋
桜
、

ド
レ
ミ
の
歌
、
北
上
夜
曲
、
見
上
げ

て
ご
ら
ん
夜
の
星
を
　
ほ
か 

▼
問
合
先
　
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
み

ど
り
の
家
（
☎
６
６
―
６
７
０
０
） 

  

●
児
童
館
母
親
ク
ラ
ブ
と

　
子
ど
も
た
ち
の
わ
い
わ

　
い
広
場 

  

　
児
童
館
母
親
ク
ラ
ブ
で
は
、
日
ご

ろ
の
活
動
を
発
表
す
る
場
と
し
て 

「
活
動
発
表
会
」
を
行
い
ま
す
。 

　
児
童
館
母
親
ク
ラ
ブ
「
マ
ー
マ
レ

イ
ド
」
の
人
形
劇
や
児
童
館
を
利
用

す
る
子
ど
も
た
ち
が
踊
り
な
ど
を
披

露
し
ま
す
。
作
品
の
展
示
も
し
ま
す

の
で
、
皆
さ
ん
ぜ
ひ
見
に
来
て
く
だ

さ
い
。 

▼
と
き
　
２
月
２１
日
　
午
前
１０
時
〜

正
午 

▼
と
こ
ろ
　
第
一
児
童
館 

▼
内
容
　
人
形
劇
、
子
ど
も
た
ち
の

舞
台
発
表
、
お
茶
会
、
作
品
展
示
、

手
芸
、
あ
そ
び
の
コ
ー
ナ
ー 

▼
問
合
先
　
第
一
児
童
館
（
☎
３
８

―
１
１
０
６
）
ま
た
は
、
各
児
童
館 

  

●
ふ
れ
あ
い
交
流
会 

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー 

  

　
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
で
は
、
子
ど

も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
が
と
も
に
集

い
、
楽
し
く
交
流
す
る
「
ふ
れ
あ
い 

　社会教育関係団体の岩倉市国際交流協会では、イラン地震被災者への募金活動等を行いま
す。ご協力をお願いします。 
　活動への経過　市内（東新町）に住むイラン人のモハマドさんから「生まれた国の子ども
たちが、保護者を失ったり氷点下での過酷な生活を送っている。この子どもたちのために少
しでも役に立ちたい」と当協会へ協力の依頼がありました。 
　協会では、私たちと同じ地域に住むモハマドさんの熱意にこたえるため、私たちのできる
範囲内で募金活動等に取り組むこととしました。 
　活動の内容 
①募金　　 
②支援物資の募集　子ども用の上着、ズボン、セーターなど（現地へ持っていくことができ
る量が限られているため、受け付けの時点で整理させていただきます） 
　募金期間・方法　 
①募金　２月２５日（水）までに次の口座にお振り込みください。 
★口座…愛知北農協岩倉支店・普通貯金・２０９７６１・イラン救援募金　世話人　内藤和
子または、市役所等の専用募金箱 
②支援物資　２月７日（土）・８日（日）の午前１０時から午後２時までふれあいセンター
（西市町無量寺２―１）２階で受け付けを行います。 
　募金等の送付　募金や衣服は、３月初旬にモハマドさんと協会関係者が被災地へ持参し、
直接現地の子どもたちのために活用してもらう予定です。 
　なお、被災地の詳しい情報がないため、募金や救援物資の活用方法は、モハマドさんに一
任し、帰国後に報告をいただきます。 
　問合先　岩倉市国際交流協会事務局内藤（☎６６―７３４７） 

届けよう、イランの子どもたちへ 

イラン地震子ども救援募金 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

こ 

ないとうかず 
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平成15年度基本健康診査結果内訳（総計） 

要医療 
47％ 

要指導 
38％ 

異常なし 
3％ 

要観察 
12％ 

（土） 

相 談 
その他 

健康  

桟敷の設置をご遠慮ください 
　岩倉市では、昭和３０年代

より桜まつり期間に、五条川

堤防へ桟敷を設置し、市民の

皆様に使用していただいてき

ました。 

　しかし、近年、周辺住民の

苦情や五条川の景観を害する

といった意見も多数寄せられ

るようになりました。河川管

理者である愛知県や警備をお

願いしている警察から、河川管理や安全性の面で、桟敷の設置についての指導

もあり、この度、全面的に撤退することになりました。 

　さらに、市民が設置した桟敷も近年多く見受けられるようになってきました

が、今年からの桟敷の設置はご遠慮くださいますようお願いします。 

　問合先　商工農政課商工観光係（☎３８―５８１２） ▼
 

み
ず 

の 

ひ
ろ
し 

交
流
会
」
を
開
き
ま
す
。 

　
今
回
は
「
手
品
を
楽
し
も
う
」
と

題
し
、
「
く
ま
さ
ん
」
の
名
称
で
各

地
の
イ
ベ
ン
ト
に
積
極
的
に
参
加
さ

れ
て
い
る
、
水
野
弘
さ
ん
の
手
品
の

実
演
と
、
楽
し
い
お
話
で
す
。 

　
だ
れ
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
ど
う

ぞ
お
誘
い
合
わ
せ
て
ご
参
加
く
だ
さ

い
。 

▼
と
き
　
２
月
２１
日
　
午
後
２
時
〜

４
時 

▼
と
こ
ろ
　
み
ど
り
の
家
ふ
れ
あ
い

交
流
ホ
ー
ル 

▼
内
容
　
第
１
部
「
手
品
を
楽
し
も

う
」
第
２
部
「
お
話
と
交
流
会
」 

▼
出
演
　
水
野
弘
さ
ん 

▼
参
加
費
　
無
料 

▼
問
合
先
　
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
み

ど
り
の
家
（
☎
６
６
―
６
７
０
０
） 

         

●
生
活
習
慣
病
を
予
防
し

　
よ
う 

―
２
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
は 

　
生
活
習
慣
病
予
防
週
間
で
す
―  

  

平
成
１５
年
度
基
本
健
康
診
査
結
果 

　
今
年
度
は
５
千
５
７
４
人
が
基
本

健
康
診
査
を
受
診
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
結
果
を
見
る
と
要
医
療
の
判
定
を

受
け
た
人
が
４７
㌫
で
し
た
。
要
医
療

と
な
っ
た
項
目
で
は
高
脂
血
症
、
高 

血
圧
症
が
上
位
を
占
め
、
い
ず
れ
も

生
活
習
慣
に
起
因
す
る
と
い
わ
れ
る

も
の
ば
か
り
で
す
。
要
観
察
・
要
指

導
の
う
ち
に
自
分
自
身
の
生
活
習
慣

を
見
直
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。 

生
活
習
慣
病
っ
て
何
だ
ろ
う
？ 

　
生
活
習
慣
病
は
、
食
事
・
運
動
・

休
養
・
喫
煙
・
飲
酒
な
ど
毎
日
の
生

活
習
慣
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
発
症
、

進
行
す
る
病
気
の
総
称
で
気
が
つ
い

た
と
き
に
は
、
病
気
が
な
か
な
か
回

復
し
に
く
い
段
階
ま
で
悪
化
し
て
い

る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。
お
も
な
生

活
習
慣
病
に
は
、
が
ん
・
脳
血
管
疾

患
・
心
臓
病
の
よ
う
に
、
直
接
の
死

因
と
な
る
も
の
や
、
糖
尿
病
・
高
血

圧
症
・
高
脂
血
症
・
歯
周
病
な
ど
悪

化
す
る
こ
と
で
他
の
疾
病
を
引
き
起

こ
す
も
の
が
あ
り
ま
す
。 

生
活
習
慣
病
を
防
ぐ
５
か
条 

①
た
く
さ
ん
の
種
類
の
食
品
を
食
べ

る
。 

②
食
べ
過
ぎ
た
ら
運
動
を
す
る
。 

③
息
切
れ
し
な
い
程
度
の
運
動
を
楽

し
く
続
け
る
。 

④
質
の
良
い
休
養
を
と
る
。 

⑤
健
診
で
自
分
の
努
力
の
成
果
を
確

認
す
る
。 

　
生
活
習
慣
病
の
予
防
は
、
生
活
の

場
で
健
康
状
態
を
長
期
に
わ
た
り
観

察
し
な
が
ら
自
分
で
で
き
る
こ
と
ば

か
り
で
す
。
生
活
習
慣
病
を
予
防
す

る
主
役
は
あ
な
た
自
身
で
す
。 

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
生
活
習
慣
改
善

の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す 

　
毎
週
木
曜
日
の
「
健
康
チ
ェ
ッ
ク

の
日
」
に
保
健
師
・
栄
養
士
・
歯
科

衛
生
士
に
よ
る
個
別
相
談
を
行
っ
て

い
ま
す
。
受
付
時
間
は
、
午
前
９
時

か
ら
１１
時
で
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。  

　
ま
た
、
平
成
１６
年
度
に
は
、
糖
尿

病
・
高
脂
血
症
・
高
血
圧
症
予
防
教

室
も
予
定
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、

禁
煙
を
希
望
さ
れ
る
人
の
サ
ポ
ー
ト

も
行
う
予
定
で
す
。 

▼
問
合
先
　
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
３

７
―
３
５
１
１
） 

   

　 

     

●
不
用
品
デ
ー
タ
バ
ン
ク 

  

　
ご
家
庭
で
眠
っ
て
い
る
不
用
品
の

有
効
利
用
と
、
む
だ
の
な
い
消
費
生

活
の
た
め
に
不
用
品
デ
ー
タ
バ
ン
ク

を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。 

　
物
品
の
や
り
と
り
は
、
当
事
者
間

で
話
し
合
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。 

登
録
物
品
（
１
月
１６
日
現
在
） 

▼
譲
り
ま
す
　
ベ
ビ
ー
サ
ー
ク
ル 

▼
あ
げ
ま
す
　
三
輪
車
、
編
み
機
、

２
ド
ア
冷
蔵
庫
、
二
層
式
洗
濯
機
、

木
製
ダ
ブ
ル
ベ
ッ
ド
、
背
面
ス
キ
ー

キ
ャ
リ
ア
（
ホ
ン
ダ
Ｃ
Ｒ
Ｖ
用
）
、

画
材
（
ベ
ニ
ヤ
、
パ
ネ
ル
板
）
、
お

ま
る 

▼
求
め
ま
す
　
電
動
ロ
ク
ロ
、
フ
ォ

ー
マ
ル
靴
（
黒
・
１８
〜
１９
㌢
）
、
男

児
ス
ー
ツ
（
入
学
式
用
・
１
１
０
〜

１
２
０
㌢
）
、絵
本
（
１
・
２
歳
用
）、

子
ど
も
チ
ャ
レ
ン
ジ（
１
・
２
歳
用
）

▼
問
合
先
　
商
工
農
政
課
商
工
観
光

係
（
☎
３
８
―
５
８
１
２
） 
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（財） 

（日） 

新
着
図
書
の
紹
介 

 

           

★
特
上
の
洋
食
屋
２３
軒 

  

　
『
サ
ラ
イ
』
編
集
部
　
編 

　
分
類
　
婦
人
　
５
９
６ 

             

　
そ
ば
屋
で
焼
き
の
り
を
肴
に
日
本

酒
を
一
杯
、
そ
し
て
洋
食
屋
さ
ん
で

ポ
テ
ト
サ
ラ
ダ
を
つ
ま
み
な
が
ら
ビ

ー
ル
を
グ
ビ
ッ
！
　
そ
ん
な
風
に
、

「
い
い
時
間
」
を
過
ご
せ
る
「
特
上

の
洋
食
屋
さ
ん
」
を
捜
し
ま
し
た
。

大
人
の
憩
い
を
提
案
。『
サ
ラ
イ
』
の

記
事
を
再
編
集
。 

★
セ
レ
ブ
に
愛
さ
れ
る
女
性
学 

  

田
村
順
子
　
著 

分
類
　
一
般
　
１
５
９  

              

　
「
お
ね
だ
り
女
」
は
お
や
め
な
さ

い
。
謙
虚
に
明
る
く
、
美
し
く
！
　

東
京
・
銀
座
の
高
級
ク
ラ
ブ
「
順 

子
」
の
マ
ダ
ム
・
田
村
順
子
が
初
め

て
明
か
す
、
可
愛
く
愛
さ
れ
る
女
性

に
な
る
た
め
の
秘
伝
。 

 

★
姥
ヶ
辻
　
　
　
　
　
　
宇
尾
房
子 

★
霧
の
中
の
巨
人
　
　
　
梓
林
太
郎 

★
す
て
き
に
贈
る
ラ
ッ
ピ
ン
グ
Ｂ
ｏ

ｏ
ｋ
　
　
　
　
　
野
崎
朝
子
／
監
修 

★
竜
馬
暗
殺
　
　
　
　
　
早
乙
女
貢 

★
超
図
解
Ｄ
Ｖ
Ｄ
マ
ル
チ
活
用
術 

　
　
　
　
　
　
　
エ
ク
ス
メ
デ
ィ
ア 

★
見
え
る
日
本
、
見
え
な
い
日
本 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
養
老
孟
司

★
自
力
整
体
整
食
法
　
　
　
矢
上
裕 

た  

む
ら
じ
ゅ
ん  

こ 

さ
か
な 

  

ス
ト
ッ
プ
・
ザ
交
通
事
故 

高
め
よ
う
モ
ラ
ル
守
ろ
う
ル
ー
ル 

●
交
通
事
故
に
注
意
し
ま
し
ょ
う 

  

２
月
は
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
着
用
徹
底
強
化
旬
間 

　
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
や
チ
ャ
イ
ル
ド
シ

ー
ト
を
着
用
す
る
こ
と
は
、
法
的
に

義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、

万
一
、
事
故
に
あ
っ
た
場
合
、
安
全

性
が
確
保
さ
れ
、
身
体
保
護
に
大
き

な
効
果
を
発
揮
し
ま
す
。 

　
し
か
し
、
四
輪
車
乗
車
中
に
交
通

事
故
で
亡
く
な
っ
た
人
の
７
割
近
く

が
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
て
お
ら

ず
、
こ
の
う
ち
、
４
割
の
人
が
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
さ
え
締
め
て
い
た
ら
助
か

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
ま
さ
に
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は

命
綱
で
あ
り
、
交
通
死
亡
事
故
を
減

少
さ
せ
る
最
も
効
率
的
な
対
策
と
な

っ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
道
路
交
通
法
の
改
正
に
よ

り
、
平
成
１２
年
４
月
か
ら
自
動
車
乗

車
中
の
６
歳
未
満
の
幼
児
に
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
着
用
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
そ
の
着
用
率
は
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
に
比
べ
て
低
い
も
の
と
な

っ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
機
会
に
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ

ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
着
用
意
識
の
高

揚
を
図
り
ま
し
ょ
う
。 

冬
の
レ
ジ
ャ
ー
も
安
全
に 

　
１
年
で
最
も
気
温
が
低
い
こ
の
時

期
に
も
、
ス
キ
ー
に
出
か
け
る
な
ど

遠
出
を
す
る
機
会
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。 

　
特
に
、
雪
道
や
凍
っ
た
道
を
運
転

す
る
場
合
は
、
そ
れ
に
と
も
な
う
追

突
事
故
が
心
配
さ
れ
ま
す
。 

　
凍
結
し
た
道
路
で
は
、
車
の
停
車

距
離
が
乾
い
た
路
面
の
数
倍
に
な
り

ま
す
。
運
転
す
る
と
き
は
十
分
に
車

間
距
離
を
と
り
、
慎
重
な
運
転
を
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。
特
に
ス
リ
ッ
プ
事

故
の
原
因
と
な
る
「
急
」
の
つ
く
操

作
は
慎
み
ま
し
ょ
う
。 

　
ま
た
、
雪
道
に
強
い
四
輪
駆
動
車

は
夏
用
の
タ
イ
ヤ
の
ま
ま
で
も
走
る

こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
止
ま
る
と
き

は
二
輪
駆
動
車
と
差
が
あ
り
ま
せ
ん
。

タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン
を
必
ず
備
え
、
で

き
れ
ば
冬
用
の
タ
イ
ヤ
に
換
え
て
お

き
ま
し
ょ
う
。 

　
十
分
な
装
備
を
し
、
安
全
運
転
に 

心
掛
け
、
楽
し
く
冬
の
レ
ジ
ャ
ー
に

出
か
け
ま
し
ょ
う
。 

  

「
愛
・
地
球
博
」
の
会
場
づ
く
り
に

参
加
し
て
、
森
林
の
再
生
を 

●
「
愛
知
万
博
グ
ロ
ー
バ

　
ル
・
ル
ー
プ
募
金
」 

  

　
「
愛
知
万
博
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ル
ー

プ
募
金
」
は
、
募
金
に
よ
り
愛
知
県

産
の
間
伐
材
を
購
入
し
、
グ
ロ
ー
バ

ル
・
ル
ー
プ
（
空
中
回
廊
）
の
床
材

と
し
て
博
覧
会
協
会
に
提
供
す
る
取

組
で
す
。 

　
間
伐
材
の
利
用
は
健
全
な
森
林
整

備
に
つ
な
が
り
ま
す
。 

　
な
お
、
会
場
に
募
金
者
の
名
前
が

掲
示
さ
れ
ま
す
。 

▼
募
金
期
間
　
２
月
２９
日
　
ま
で 

▼
募
金
金
額
　
一
口
１
千
円
で
一
口

以
上
　 

▼
募
金
方
法
　
郵
便
振
替
振
込
番
号

０
０
８
３
０
―
７
―
１
０
０
０
７
８

加
入
者
名
「
愛
知
万
博
グ
ロ
ー
バ
ル

・
ル
ー
プ
募
金
」 

▼
実
行
団
体
　
愛
知
県
森
林
協
会
始

め
１０
団
体 

▼
後
援
　
愛
知
県 

▼
連
携
協
力
　
　
２
０
０
５
年
日
本

国
際
博
覧
会
協
会 

★
愛
知
県
森
林
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ア
ド
レ
ス

h
ttp
://w

w
w
.a
s
h
in
rin
.jp
/  

▼
問
合
先
　
愛
知
県
森
林
協
会
内
愛

知
万
博
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ル
ー
プ
募
金

係
（
☎
０
５
２
―
９
６
１
―
９
３
８

８
　
０
５
２
―
９
６
１
―
９
７
３ 

０
）
ま
た
は
、
商
工
農
政
課
農
政
係

（
☎
３
８
―
５
８
１
２
）  

  

●
献
血
に
ご
協
力
を 

 

　
　 

　
冬
は
特
に
血
液
が
不
足
す
る
季
節

で
す
。
冬
場
か
ら
春
先
に
か
け
て
は
、

カ
ゼ
な
ど
で
体
調
を
崩
す
人
が
多
く
、

献
血
者
が
減
少
し
ま
す
。 

　
輸
血
用
血
液
の
安
定
的
確
保
の
た

め
に
、
１
月
か
ら
２
月
の
献
血
に
、

一
人
で
も
多
く
の
人
に
ご
協
力
を
お 
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市 民 相 談   市民相談室（☎３８－５８２２） 
 

※いずれも、祝日、振替休日を除きます。 

 

電話相談 相談場所 面接相談（予約制） 

南部保育園内子育 

て支援センター 

東部保育園内子育 

て支援センター 

大地町小森５ 

☎　３８―３９１１ 

大市場町順喜１１ 

☎　３８―２３８７ 

毎週月～金曜日 

午前９時～午後４時 

毎週月～金曜日 

午前１０時～午後３時 

毎週月・水・金曜日 

午後１時～４時 

毎週月・水・金曜日 

午後１時～３時 

（木） 

（水） 

（日） 　市民相談室は、市役所１階です。個室の相談室 
となっていますので、お気軽にご相談ください。 
■一般相談 
　とき  月～金曜日（祝日、振替休日を除く） 
　午前９時～午後４時 
■外国人のための相談（岩倉市国際交流協会） 
　「こんにちはコーナー」 
　２月　１日（日）午後１時～３時 
　２月１５日（日）午後１時～３時 
■税務相談 
　２月　５日（木）午後１時～４時 
■交通事故相談 
　２月　６日（金）午前１０時～午後２時 
■女性悩みごと相談 
　２月　６日（金）午後１時～３時３０分 
■法律相談（予約制…定員各６人） 
　２月１０日（火）午後１時～４時 
　２月２５日（水）午後１時～４時 
※毎月１日（土・日曜日、祝日、振替休日は順延） 
午前９時から、市民相談室で当月分の予約を受け付けま
す（先着順、電話可）。 
■知的障害者相談 
　２月１２日（木）午後１時～４時 
■人権相談 
　２月１３日（金）午後１時～４時 
■行政相談 
　２月１３日（金）午後１時～４時 
■総合福祉相談 
　２月２０日（金） 
★女性悩みごと相談・母子福祉相談 
　午前１０時～午後３時３０分 
★身体障害者相談 
　午後１時～４時 
★戦傷病者・戦没者遺族相談 
　午後１時～４時 
  
　いじめの問題、親子・近隣関係などの心の悩みは、
一人でくよくよしていても、何の解決にもなりません。
経験豊かなボランティアが電話で相談をお受けします。
お気軽におかけください。 
　とき　毎週月曜日　午前１０時～午後４時 
　（祝日、振替休日を除く） 

▼
 

▼
 

●心の相談電話 
み  な　　  　　 　   な や  む  な 

☎３７－７８６７ 

 

お気軽にご相談ください。 
 

み
ず
た
に
ひ
ろ
こ 

願
い
い
た
し
ま
す
。 

▼
と
き
　
２
月
１５
日
　
午
前
１０
時
〜

正
午
、
午
後
１
時
〜
３
時  

▼
と
こ
ろ
　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー 

▼
問
合
先
　
岩
倉
市
献
血
推
進
協
議

会
（
社
会
福
祉
協
議
会
内
☎
３
７
―

３
１
３
５
）  

  

●
「
個
別
労
働
関
係
紛
争
に

　
係
る
あ
っ
せ
ん
」
制
度 

　 

 

　
愛
知
県
地
方
労
働
委
員
会
で
は
、

労
働
者
個
人
と
事
業
主
と
の
間
の
賃

金
、
退
職
、
解
雇
な
ど
に
関
す
る
労

働
紛
争
を
解
決
す
る
た
め
に
「
あ
っ

せ
ん
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
「
あ
っ
せ
ん
」
は
、
公
益
委
員
、

労
働
者
委
員
、
使
用
者
委
員
の
三
者

で
構
成
す
る
あ
っ
せ
ん
員
が
、
公
平

な
立
場
か
ら
当
事
者
双
方
の
主
張
を

そ
れ
ぞ
れ
に
聴
き
、
問
題
点
を
整
理

し
、
話
し
合
い
に
よ
り
、
労
働
紛
争

を
迅
速
に
解
決
す
る
お
手
伝
い
を
す

る
も
の
で
す
。 

　
「
あ
っ
せ
ん
」
を
利
用
す
る
に
は

費
用
は
か
か
り
ま
せ
ん
。
ま
た
労
働

者
、
使
用
者
い
ず
れ
か
ら
も
申
し
出

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。 

▼
問
合
先
　
愛
知
県
地
方
労
働
委
員

会
事
務
局
総
務
調
整
課
調
整
グ
ル
ー

プ
（
〒
４
６
０
―
８
５
０
１
（
住
所

不
要
）
☎
０
５
２
―
９
５
４
―
６
８

３
３
　
０
５
２
―
９
５
１
―
６
６
９

１
）  

★
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://w

w
w
.p
re
f.a
ic
h
i.jp
/c
h
 

ih
o
ro
d
o
/ 

  

●
教
育
相
談 

  

　
不
登
校
や
い
じ
め
、
学
校
や
家
庭

に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
ご
と
を

持
つ
保
護
者
を
対
象
に
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。 

▼
と
き
　
２
月
１２
日
　
・
２５
日
　
午

後
１
時
〜
４
時
（
原
則
と
し
て
毎
月

第
２
・
第
４
水
曜
日
） 

▼
と
こ
ろ
　
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
く

す
の
き
の
家
適
応
指
導
教
室
お
お
く

す
相
談
室
（
中
本
町
西
出
口 

１５
― 

１
）  

▼
相
談
員
　
水
谷
浩
子
さ
ん
（
ス
ク

ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
） 

▼
そ
の
他
　
電
話
で
の
相
談
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
。 

　
な
お
、
予
約
さ
れ
た
人
が
優
先
と

な
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了

承
く
だ
さ
い
。 

▼
問
合
先
　
適
応
指
導
教
室
（
☎
３

８
―
０
３
０
０
） 

  

●
子
育
て
相
談 

　
　 

 

　
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

乳
幼
児
の
子
育
て
に
関
す
る
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す
。 

　
「
友
達
に
か
み
つ
い
た
り
叩
い
た

り
し
て
困
っ
て
い
る
わ
」
「
よ
く
動

き
回
っ
て
じ
っ
と
し
て
い
な
い
」

「
子
ど
も
の
喜
ぶ
お
も
ち
ゃ
は
ど
ん

な
も
の
？
」
「
夜
泣
き
す
る
よ
う
に

な
っ
て
困
っ
た
」
「
近
く
に
遊
ぶ
子

が
い
な
い
け
ど
」
…
な
ど
な
ど
。 

　
相
談
室
で
お
子
さ
ん
を
遊
ば
せ
な

が
ら
、
気
兼
ね
な
く
お
話
が
で
き
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

▼
と
き
・
と
こ
ろ
　
左
表
の
と
お
り 

                            

▼
問
合
先
　
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
（
南
部
保
育
園
内
☎
　
３
８
―

３
９
１
１
、
東
部
保
育
園
内
☎
　
３

８
―
２
３
８
７
） 
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中
本
町
の
　
原
伸
治
・
久
代
さ
ん
の
長

男
理
央
く
ん
（
３
歳
）
と
長
女
彩
由
ち
ゃ

ん
（
５
か
月
）
。 

 

●
お
母
さ
ん
の
一
言 

　
平
成
１５
年
１０
月
に
満
３
歳
に
な
っ
た
理

央
と
今
月
で
５
か
月
の
彩
由
の
兄
妹
で
す
。 

　
お
兄
ち
ゃ
ん
の
理
央
は
最
近
よ
く
妹
の

彩
由
を
「
あ
ゆ
ち
ゃ
ん
、
か
わ
い
い
ね
ぇ

〜
」
と
抱
っ
こ
し
て
く
れ
ま
す
。 

　
二
人
と
も
、
こ
れ
か
ら
も
ス
ク
ス
ク
と

大
き
く
元
気
に
育
っ
て
ね
！ 

理
央 

く
ん 

よ
し
は
ら
し
ん

じ
　
　  

ひ
さ   

よ 

む
ら   

せ
　
り
　
さ 

よ
し 

  

だ    

え   

り 

理
央 

く
ん 

彩
由 

ち
ゃ
ん 

あ
　
ゆ 

り
　 

お 

（右） 
（左） 

 

　
１
月
１７
日
　
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
「
中
学
生

か
ら
見
た
理
想
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」
を
テ
ー
マ

に
、
岩
倉
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
主
催
で

「
い
わ
く
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ミ
ニ
集
会
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。  

　
こ
れ
は
、
南
部
中
学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル

が
中
心
と
な
り
企
画
し
た
も
の
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
あ
り
方
や
問
題
点
に
つ
い
て
中
学
生
と
参
加

者
が
討
議
し
、
今
後
の
活
動
の
参
考
と
す
る
た
め
に

行
わ
れ
ま
し
た
。
　
　 

　
今
回
初
め
て
の
開
催
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
市
内
の

中
学
生
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
関
係
者
な
ど
合
わ
せ

て
約
１
２
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

　
集
会
は
、
南
部
中
学
校
の
生
徒
２
人
に
よ
る
基
調

提
案
、
参
加
者
を
３
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
の
討
論
会
、

そ
の
後
に
討
議
結
果
の
発
表
と
い
う
構
成
で
行
わ
れ

ま
し
た
。 

　
基
調
提
案
で
は
、
初
め
に
吉

田
衣
里
さ
ん
（
２
年
）
が
、
現

在
中
学
校
で
行
っ
て
い
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
紹
介
。
そ
の

中
に
は
、
今
年
で
３
年
目
に
な

る
「
ピ
ー
ス
パ
ッ
ク
」
と
い
う

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
子
ど
も
た

ち
に
文
房
具
を
送
る
活
動
の
紹
介
も
あ
り
ま
し
た
。 

　
続
い
て
、
村
瀬
里
沙
さ
ん
（
２
年
）
は
、
以
前
カ

ナ
ダ
に
住
ん
で
い
た
経
験
を
生
か
し
「
カ
ナ
ダ
と
日

本
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

意
識
の
違
い
」
に
つ
い
て
発

表
。
「
カ
ナ
ダ
よ
り
日
本
の

ほ
う
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
対

す
る
意
識
が
高
い
」
、
ま
た

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は
自
然

に
手
を
差
し
伸
べ
る
こ
と
で
は
な
い
か
」
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
対
す
る
考
え
を
述
べ
ま
し
た
。
　
　 

　
グ
ル
ー
プ
討
議
で
は
、
中
学
生
が
司
会
、
進
行
を

行
い
、
「
理
想
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
に
つ
い
て
活
発

な
討
論
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。 

　
理
想
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
は
、
自
然
に
参
加

で
き
参
加
し
て
楽
し
い

と
感
じ
ら
れ
る
こ
と
が

大
切
、
自
分
の
で
き
る

範
囲
で
行
う
、
地
域
の

人
や
さ
ま
ざ
ま
な
団
体

の
人
と
の
交
流
も
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
へ
の
第
一
歩
、

参
加
し
よ
う
と
す
る
気

持
ち
が
大
切
な
ど
、
多
く
の
意
見
、
提
案
が
出
さ
れ

ま
し
た
。 

　
今
後
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

が
重
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
も

一
度
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
考
え
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。 

（土） 
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大
市
場
町
の
杉
本
浩
崇
・
昌
世
さ
ん
の

長
男
登
惟
く
ん
（
１１
か
月
）
。 

 

●
お
母
さ
ん
の
一
言 

　
小
さ
く
生
ま
れ
た
登
惟
も
、
も
う
す
ぐ

１
歳
だ
ね
。
首
が
す
わ
り
、
寝
返
り
を
う

ち
、
ハ
イ
ハ
イ
を
し
て
、
今
で
は
つ
か
ま

り
立
ち
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
ね
。
も

う
す
ぐ
一
人
で
歩
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
ね
。
あ
た
た
か
く
な
っ
た
ら
、
お

散
歩
に
行
こ
う
ね
。
こ
れ
か
ら
も
、
い
っ

ぱ
い
お
友
達
と
遊
ん
で
、
た
く
さ
ん
食
べ

て
、
大
き
く
な
っ
て
ね
。 パ

パ
・
マ
マ
よ
り
。 

 

と
う 

い 

登
惟 

く
ん 

す
ぎ
も
と
ひ
ろ
た
か 

ま
さ  

よ 

し み ず  　 　 ひ ろ あ き  

●あいち防災リーダー　　清水　敬明 

災害情報の流れ 
情報発信元 

１ 内閣総理大臣 
２ 市役所（災害対策本部） 
３ 消防本部 

自主防災組織の役割 

１ 市役所、マスコミなどから発信された情報を入手して、地域 
　 住民に必要な情報を選別し、適切な時期に正確に伝達する。 
２ 地域内の被災情報や生活情報、住民のニーズなどを収集し、 
　 地域外に情報を発信する。 

住民が必要とする情報 

１ 地震情報（地震の大きさ、範囲、余震） 
２ 被災状況（地域内外の家屋、人的被災） 
３ ライフライン状況（水道、電気、ガス、電話、道路） 
４ 避難の必要性の有無、避難所開設有無状況 
５ 物資調達、備蓄状況、炊き出し状況 
６ 医療機関状況（地域内の被災情報、住民ニーズ） 

情
報
発
信
方
法 

１ ラジオ、テレビ、新聞　 
２ サイレン　 
３ 市広報車　 
４ 町内放送　 
５ 町内口頭伝達 
６ 電話（災害用伝言ダイヤル１７１） 

　災害時、被災地では多くの情報が錯そうし、その結果、デマ

や間違ったうわさなどが発生することが多くあります。 

　自主防災組織では、

デマ情報に惑わされ

ないためにも、災害

に関する正しい情報

の収集と住民に対す

る情報の伝達が必要

です。住民もその情

報を信頼して行動す

ることが大切です。 

　情報を持つ側は、正し

い情報を発信する義務が

あり、これを受ける側は、

自ら判断できる能力を自

主防災活動を通じて高め

よう！ 
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▲オーケストラとの「コスモス」 

（火） 

（火） 

（木） 

（水） 

第
二
回
『
コ
ス
モ
ス
祭
』
（
文
化
祭
） 

　
本
校
で
昨
年
か
ら
始
ま
っ
た
コ
ス
モ
ス
祭
（
文
化

祭
）
。
今
年
は
、
日
程
も
１
日
半
と
な
り
、
内
容
も

グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。 

　
１０
月
２１
日
　
の
午
後
は
、
セ
ン
ト
ラ
ル
愛
知
交
響

楽
団
を
招
い
て
、
す
ば
ら
し
い
演
奏
を
聴
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
演
奏
を
バ
ッ
ク
に
「
コ
ス
モ

ス
」
を
全
員
で
合
唱
し
ま
し
た
。 

　 

２２
日
　
の
午

前
中
は
、
初
め

て
の
取
り
組
み

で
あ
る
「
岩
倉

達
人
道
場
」
を

行
い
ま
し
た
。

並
行
し
て
展
示

と
生
徒
会
コ
ー

ナ
ー
の
見
学
や

体
験
も
行
い
ま

し
た
。 

　
午
後
に
は
、

昨
年
も
行
っ
た

「
ス
テ
ー
ジ
発
表
」
を
体
育
館
で
行
い
ま
し
た
。
有

志
に
よ
る
演
奏
や
ク
イ
ズ
、
劇
な
ど
を
全
校
生
徒
で

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

「
岩
倉
達
人
道
場
」 

　
コ
ス
モ
ス
祭
の
新
し

い
取
り
組
み
と
し
て
、

岩
倉
市
内
を
中
心
に
近

郊
に
お
住
ま
い
の
方
を

講
師
に
、
体
験
し
た
り

講
演
な
ど
を
聞
い
た
り

す
る
こ
と
を
通
し
て
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
を
学
ぶ

機
会
を
も
ち
ま
し
た
。 

　
内
容
は
、
国
際
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
・
お
菓
子
作
り
・
シ
ャ
ン
ソ
ン
・
バ
イ
オ

リ
ン
・
ク
ラ
フ
ト
製
作
・
映
画
・
社
交
ダ
ン
ス
・
空

手
・
う
ど
ん
づ
く
り
な
ど
多
方
面
に
わ
た
り
ま
し
た
。 

　
多
く
の
講
師
の
方
に
協
力
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

よ
っ
て
、
生
徒
た
ち
の
興
味
関
心
を
大
切
に
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
学
級
で
、
約
１
時

間
半
の
活
動
で
し
た
が
、
初
め
て
体
験
す
る
こ
と
が

多
く
、
ま
た
、
本
物
に
触
れ
る
大
変
貴
重
な
時
間
に

も
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
多
く
の
方
々
に
ご
協

力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
子
ど
も
た
ち
が
成
長
し
て
い

く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

岩
中
伝
統
の
「
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
」 

　
１２
月
１６
日
　
か
ら
１８
日
　
に
か
け
て
岩
倉
市
総
合

体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
を
お
借
り
し
て
、
各
学
年
の
合

唱
コ
ン
ク
ー
ル
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
日
に
向
け
て

練
習
し
て
き
た
成
果
を
発
揮
し
て
、
ど
の
学
年
も
す

ば
ら
し
い
合
唱
を
ホ
ー
ル
い
っ
ぱ
い
に
響
か
せ
て
く

れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
多
く
の
保
護
者
の
方
々
に
も

お
出
か
け
い
た
だ
き
、
「
中
学
生
の
一
生
懸
命
な
姿

に
感
動
し
た
」
と
い
う
声
を
た
く
さ
ん
聞
か
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

　
各
学
級
で
は
、
音
楽
や
学

級
活
動
の
時
間
を
中
心
に
、

合
唱
を
作
り
上
げ
て
い
く
中

で
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
学

ん
で
い
く
よ
い
機
会
に
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
上
級
学

年
の
合
唱
を
目
標
に
、
そ
れ

以
上
の
も
の
を
作
り
上
げ
て

い
こ
う
と
い
う
雰
囲
気
が
あ

り
、
岩
倉
中
学
校
の
伝
統
に

な
っ
て
い
ま
す
。 

●初めてシャンソンを聴き、から
だが包み込まれている感じになり
ました。児玉さんの歌っている姿、
島田さんのピアノを弾いている姿、
私はすごくあこがれました。すご
く生き生きしてて目がくぎづけに
なり、児玉さんが「死ぬまで歌っ
ていくつもりです」と言うのを聞
き、すごいと思いました。 
　お忙しい中、来ていただいてあ
りがとうございました。とてもよ
かったしすごかったです。終わっ
た後、まともに友だちと話ができ
ませんでした。 

◎本年度の発表曲 
１年生　１組「フェニックス」 
　　　　２組「明日へ」 
　　　　３組「夜汽車」 
　　　　４組「そのままの君で」 
　　　　５組「マイバラード」 
　　　　６組「君をのせて」 
　　　　７組「レッツ・サーチ・フォー・　トゥモロー」 
２年生　１組「青葉の歌」 
　　　　２組「もえる緑を心に」 
　　　　３組「名づけられた葉」 
　　　　４組「海の不思議」 
　　　　５組「モルダウ」 
　　　　６組「時の旅人」 
　　　　７組「樹氷の街」 
３年生　１組「山の輝き」 
　　　　２組「未来」 
　　　　３組「走る川」 
　　　　４組「二十億光年の孤独」 
　　　　５組「聞こえる」 
　　　　６組「ひとつの朝」 
　　　　７組「友よ北の空へ」 
　　　　８組「風のめぐるとき」 

▲講師の方へのお礼状より 

岩倉中学校 

平成16年2月1日 0022



広報に掲載した写真をさしあげます。 
●申込先  企画課広報広聴係（☎38-5802）まで。 

　１月１１日、岩倉北小学校グラウンドで、消防出

初式が開かれ、消防団員、婦人防火クラブ員、消防

職員の１１５人が参加して分列行進などが行われま

した。　　 

　また、長く地域消防に貢献された２３人の皆さん

に、消防庁長官などからの表彰が併せて行われまし

た。 

　この日は、北からの冷たい強風が吹きつける中で

の式となりましたが、参加した一人ひとりの皆さん

は、引き締まった表情で、無火災への思いを新たに

されていました。 

　１月１０日、市役所１階ミニステージで新春三曲ロビーコン

サートが開かれました。 

　この日、戸田游山さんによる尺八と澤歌恵也さんらによる箏

の競演で「春の海」「流れ」など新春におなじみの曲が演奏さ

れました。 

　コンサートに訪れた約１２０人の皆さんは、尺八と箏の奏で 

る音色に静かに耳を傾け、新春気分を味わいました。 

　１月１２日、総合体育文化センター多

目的ホールで新成人のつどいが行われ、

３８４人の新成人が出席しました。 

　この新成人のつどいは、今年も新成人

である実行委員が自ら企画、運営し、総

合司会にタレントの鉄崎幹人さんを迎え、

合唱や出身小学校別対抗クイズなどが行

われました。 

　オープニングの実行委員１６人による

合唱では、出席した新成人も一緒に口ず

さむ場面もあり、温かな雰囲気で会場は

包まれました。 

心温まる成人式 
～新成人のつどい～ 

今年も火災に気をつけて 
～岩倉市消防出初式～ 

新春を感じる　　　　   
～新春三曲ロビーコンサート～ 

てつざきみきひと 

と   だ  ゆうざん さわ  か   え  なり 
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広報いわくら

ちき
ゅうにやさしい

古紙配合率100％再生紙を使用しています この印刷は環境にやさしい大豆インキを使 
用しています 白色度70％ 

「声の広報紙」を用意しています。 
●申込・問合先  岩倉市社会福祉協議会（☎３７-３１３５） 
または、企画課広報広聴係（☎３８-５８０２）まで。 

の　   の　  やま      　  すすむ 

　昨年の１２月、名古屋芸術大学の音楽文化応用学科と当団の協同

によって、しらかわホールでコンサートを公演した。この学科には、

音楽ビジネス、サウンド・メディア、そして音楽療法の各コースが

あり、学生はすでに３年生になっている。新しい時代の新しいニー

ズに応えた実践的な教育を目的として創設された。 

　さて、このコンサートは学生を中心に作品を創り上げてゆき、そ

れをオーケストラが演奏する。 

　ここまでのプロセスが学生たちの大切な研修過程になっている。

インターンの何であるかはさておき、この公演が日ごろの成果を世

に問うという実験的な新しい試みであった。企画、制作、演出、そ

して映像、音響等すべてのマネージメントが学生たちによって進行

した。これまでのクラシックや現代音楽とは全く異質な「映像」と「光」

を中心にサウンド・メディアの学生たちの作品が、オーケストラに

よって次々と演奏された。シルクロード幻想的、あるいはトレンデ

ィードラマロマン調や、ビバルディの四季風ありで、現代の若者の

豊かな感性が見事に創り出されていた。不透明で不安定な現世にあ

って、彼らはあの映像と光の中から何かを見つけ、確かな生き方を

見つけてゆくことだろう。 

オーケストラとインターンシップ 
セントラル愛知交響楽団事務局長 
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「声の広報紙」を用意しています。 
●申込・問合先  岩倉市社会福祉協議会（☎３７-３１３５） 
または、企画課広報広聴係（☎３８-５８０２）まで。 

�

★乳幼児健康相談　★母親教室第１回 
朝市/石仏町 

★離乳食教室　★１歳６か月児健康診査 
分別収集/八剱町･井上町･神野町･石仏町 

★ツベルクリン 
野菜の広場/岩倉駅地下道 

★ポリオ 
夕市/ＪＡ岩倉支店 

　休日急病診療（丹羽清司　丹羽外科） 
朝市/東町 

　休日急病診療（大野泰正　大野レディスクリニック） 
※市役所市民スペースはお休みです。 

　休日急病診療（渡部照和　渡部耳鼻咽喉科） 
朝市/東町 

★ポリオ 
はつらつ元気くらぶ（岩倉病院） 
分別収集/東新町（岩倉団地） 

建国記念の日　※市役所市民スペースはお休みです。 
　休日急病診療（仁木　暢　仁木医院） 
野菜の広場/岩倉駅地下道 

朝市/岩倉団地  
野菜の広場/岩倉駅地下道 

★判定・ＢＣＧ　はつらつ元気くらぶ（南部老人憩の家） 
分別収集/曽野町･稲荷町･大山寺町･大山寺元町･ 
大山寺本町･五条町･大市場町  
 

野菜の広場/岩倉駅地下道 

朝市/石仏町 

★３歳児健康診査 
分別収集/大地町･大地新町･中央町･南新町･ 
川井町･北島町･野寄町 

岩倉市の人口/48,191人（－29人） 
            男性/24,012人（－26人） 
            女性/24,179人（－3人） 
          世帯数/19,088世帯（－19世帯） 
                （1月1日現在） 

★印は保健センター 
休日急病診療の担当医は、変更する場合があります。 
岩倉市のホームページをご覧ください。 
万歩計貸し出し、健康チェックの日、母子健康手帳 
交付は毎週木曜日です。 
※毎週金曜日（祝日を除く）は、市民窓口課の証明発 
行業務を午後７時まで延長しています。 
 


